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表紙カット「空中に舞う 4次元の雪と地上に積る 3次元の雪j

地上の3次元の雪は，大小の正三角形が星形正六角形 (ダビデの星)になるように，次々に

降り積ってできたもの。

空中の 4次元の雪は，大小の正四面体が星形八面体(ケプラーの八角星)fとなるように，次

々fC抱き合ってできたもの。
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表紙カット 本学学生

本文カッ ト 本学学生

ー巻頭言一

天国のち地獄

前野 繁

あるアメリカ人は「日本人」という本の中で，日本人は大学lとはいると勉強しな

くなるが，乙れは理解し難いことだ，と言っている。受験地獄の時の勉強ぷりとく

らべると， リラックスし，小説(慢画?)を読み，映画にゆき，プロ野球をテレビ

で見，女の子とデー トし，友達とビーノレを飲む。それでいて良い成績をとって，何

なく卒業し，就職する。アメリカの大学生は入学以前よりもっと勉強する。それで

も大学 2年次3年次へあがる時落第して退学する学生は多い，と。

十数年前約 1年シカゴに留学していた時，日本人の二世でイリノイ大学の建築学

科の学生と知りあった。["コンパット」というテレビ番組一日本ではその数年前に

人気があった第 2次世界大戦の戦争ものーをつけていた彼のアパー卜で， 4年生で

ある彼の同級生の 4分の 3はdropout したと話してくれた乙とを思出す。またそ

れよりも 2， 3年前乙の神戸でアメリカ人の高校 3年生と親しくなった。カナディ

アン・アカデミーに通っている彼はカリフォノレニア工科大学志望であった。彼の話

では，高等学校の数学には微積分はでてとない，三角はごく初歩的なととしか教わ

らないから，大学入試では sin60。は次のどれか答えよという程度の問題しかでな

い， しかし大学入学 1年後lとは 3分の 1から半分の学生が落第し，他のもっとやさ

しい大学へ転学しなさいと言われるのである。



そんな乙とが日本で実行可能かどうか，理学部の先生と話あった乙とがあったが，

恥を基盤とした文化的風土では社会が受入れないだろうという結論だった。それ以

後も受験地獄はひどくなる一方である。だから，学生定員の 2倍乃至 3倍の学生を

入学させ，やる気のない学生はどんどん落していけば，受験勉強Kよって高校教育

まで歪められる乙とも少ないだろうし，受験地獄の解消にもなるという論が繰返し

出されながらも，アメリカ方式は立ち消えになる。社会が懐く，東大を頂点とする

ピラミッド型学歴信仰をとわさない限り，大学を兎lζ角出せば子供の出世，幸福疑

いなしという，親の懐く神話を破らない限り駄目なのだろうか。

アメリカ方式と言えば，アメリカの大学で宿題が多いのは有名である。留学中私

も研究の合聞に学部学生と大学院生の混成のアメリカ文学史のクラスに出ていた。

ある時次の授業までにある作家の 4，500頁もある作品を読んできなさい，小テスト

をやりますと老大家の担当教授がおっしゃる。週3回ある講義だったから，次の授

業とは一週間先ではなし翌々日である。不平を言う学生は全くいなし、。アメリカ

ではそれが普通なのである。そしてその日の小テストには，本lζ全部目を通してい

ないと答えられない問題が出ていたのである。平生テストだけでなく，レポートの

提出もよくある。そのため日本人留学生は土日がふっとんでしまう。休講があった

経験もない。学会は休み中lと行なわれるようである。当時私立でも州立でも 1月約

8万円の授業料であったから，授業料がもったいないので休めないと言う日本人の

留学生がいた。 1時間あたりの額が大学院出の家庭教師に払う額と同じなのである。

演習などの授業では時間中にコーラやコークを飲む学生がいたし，パイルズという

著名な米語の教授は授業中iζぷかぷか煙車をふかせていたが，ベノレが鳴る前から教

室iζ来て，ベルの鳴るのを待っておられた。ただ，教官の担当時間数は日本の場合

の半分である。

乙の様iとアメリカの学校教育は天国の後1<::地獄がくる方式であり，日本の場合と

逆だと言えるだろう o education とい う言葉の語源は潜在している才能を引き 出す

乙とだとよく言われる。アメリカでは高等学校までそれに力を注ぎ，そして大学で

鍛えると考えてよいのだろう。 (英語)
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一特別寄稿ー

国際障害者年 (1YDP)に因んで

I 国際障害者年とは

本年(1981年)は「国際障害者年Jである乙と

は御承知の乙とと思います。国連が今年を「国際障

害者年」と定めるに至るまでの経緯は，最近の運動

だけをとり上げましでも，例えば，国連は 1971年

1<::は「精神薄弱者の権利宣言」を， 1975年lζは「障

害者の権利宣言」を採択し，更には民間団体として

の国際障害者リハビリテーション協会が 1970年le

「リハビリテーションの十年」なる運動を展開して

いる。とのような背景のもとに 1976の国連第31回

総会で 1981年を国際障害者年(INTERNA110N-
AL YEAR OF DISABLED PERSONS)とす

る乙とを決議しました。その後 1979年の第34回総

会において「国際障害者年行動計画Jle関する決議

を採択しました。とれによりますと，国際障害者年

の目的は障害をもっ人の社会への「完全参加と平等」

(FULL PERTICIPATION AND EQUALITY) 
という目標の実現を促進する乙ととされています。

つまり障害者も健常者も伍して社会生活iζ フルに参

加し，平等の権利を享受すべきであるとし，更に具

体的IL次の五大目標を提起しています。

(1) 障害者の社会への身体的及び精神的適合を援

助するとと。

(2) 障害者le対して適切な援護，訓練，治療及び

指導を行ない，適当な雇用機会を与え，また障

害者の社会における十分な統合を確保するため

のすべての圏内的，国際的努力を推進する ζ と。

(3) 障害者が日常生活leおいて実際le参加する乙

と。たとえば公共建築物および交通機関を利用

するととなどについての調査研究プロジェクト

を奨励する乙と。

(4) 障害者が経済，社会および政治活動の多方面

lζ参加し，および貢献するととについて，一般

の人びとを教育し，周知させること。

(5) 障害者の予防およびリハビリテーションのた

めの効果的な施策を推進すること。

dモチ》、xdM

美崎教正

Gンンポルマーク〉

国連は国際障害者年の公式

シンボルマークを決定しまし

た。 2人の人聞が連帯して

手をとり合い、平等の立場か

ら互いに支えあっている姿の
表現で、“平等"“希望"“支援"

を表わしています。

は」つまり字句の問題を越えています。["障害者の

ための年」というのでは，障害者は依然として社会

の一隅le隔離された存在とみなされ，健常者がζれ

を哀れんで「慈善」の手をさしのべるといった趣旨

の運動lとなりかねません。即ち少くとも健常者が障

害者のリハビリテーションle，あらゆる手段をつく

して社会復帰を達成してやろうといったニュアンス

が根底に潜む乙とは否めません。換言すれば，乙の

社会の正常な構成員は健常者であって，障害者は本

来乙の社会le存在すべきでない，いわば「招かぎる

客」とでもいうべき者である，という考え方が従来

からありました。乙れは心身障害lζ対する社会の偏

見であり，すみやかに改められなければならないも

のです。国際障害者年が「障害者のための年Jfor

から「障害者の年Jof に改名されたことは，そ乙 lζ

大きな意味があると考えます。

乙の社会は，健常者と障害者が共存するのが正常

な社会であり，例えば障害者を不必要に施設に収容

し，結果的ILは地域社会からの隔離をはかるととを

極力避けて，家族や，隣人との接触，交流をできる

だけ保持する乙とを理想とします。

更le1 NTERNATI ONALという言葉もとれに似

II FORとOF，そして町TERNATIONALと た状況を作り上げています。元来，との運動は，人

WORLD 類すべてが，共iζ生きる乙とを目的としたものであ

前述の通り国連では，国際障害者年が最初 り，民族，宗教，思想等lζ関わりなく展開されるべ

INTERNATIONAL YEAR FOR DISABLD き性質のもので，当然乙の運動には国境はないもの

PERSONSと命名されたのですが，その後INTER- と考えます。とすると INTERNATIONALYEAR 
NATIONAL YEAR OF DISABLD PERSONS とするより WORLDYEARとする方が主旨le則し

と改名されました。乙の ζとは，ただ単le["てにお たものであると愚考するものである。
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E 障害とその連続性

障害という言葉は，その使われ方や意味の背景は

時代とともに変遷しています。

WHOでは，障害K関する分類をして， IMPAIR-

MENT (生理的欠損)と DISABILITY (機能的制

約)と HANDICAP(社会的不利)を使い分けてい

ます。日本語ではいずれも障害ですが本当は同じ障

害ではないのです。

そ乙で， i障害Jとは「さしさわり」の乙とで，

肉体的な機能や精神的な機能がそ乙なわれた場合，

日常生活lζいろいろなさしさわりが出て来ます。国

連の資料lζよりますと，各国において少くとも十人

IL一人は心身に何らかの障害をもって生きていると

されています。しかし又，よく考えてみると，さし

さわりの全くない人はいないとも云えます。だれで

も何かしらさしさわりをもっている筈です。ただ，

それが比較的軽いため他の人の力を借りる必要がな

く，自分で意識する乙とも少いという乙とにほかな

らないのです。なかには「私は全然さしさわりがな

し、」という人もいるでしょう。しかしそういう人も

何らかの病気になったり事故にあうかも知れません。

又そうでなくても，やがて老人になり，さしさわり

のある生活をする ζ とになります。

又，更に世界の人口は増加しつづけ，今なお多く

の人々は飢え，栄養不足となっており，一方急速な

工業化，都市化ICよる労働災害や事故，公害は増加

しており，自動車の利用拡大は事故の急増を招き，

さらに医療と生活水準の向上から人は長生きとなり

成人病などによるさまざまな障害をもって生きてゆ

かねばならなくなっています。

乙の事実は私たち一人一人が障害者になる可能性

をもっているととを示しています。

障害者問題は，すべての人が，自分自身の問題と

して理解し，幅広い社会連帯意識によって解決して

行かねばならない問題なのである。

N DIS.ABLED PERSONSと HANDICAPPED 

PERSONS，そして REHABILITATION

国連では，障害者という言葉を，先天的か否かに

拘らず，身体的又は精神的能力の不全のために，通

常の個人的生活並びに社会的生活lと必要な乙とを自

分自身では完全IC又は部分的ICできない人の乙とを

意味すると定義し，更lζ障害者をDISABLED

PERSON(能力不全のある“人")とし THEHAN-

DICAPPED (社会的IC不利な"者")とは明確に

区別しています。

即ち学校で教育をうける乙とや，働く ζ と，社会

のさまざまな活動IC参加する乙とが機能や能力上の

制約 (DISABILITY)を理由に妨げられるとした
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ら，個人的な機能制約は経済的にも社会的にも不利

(HANDICAP )な状態になってしまいます。肉体

的精神的IC欠けたと乙ろがあって，日常生活lζいろ

いろなさしさわりのある人たちが，社会的lζ不利な

条件をつけられないで済むとしたら，障害者は

" DISABLED PERSONS"であっても社会的格差

をつけられた "HANDICAPPEDPERSONS"に

ならないで済むのです。換言すれば，障害をもって

いるから障害者なのではなく，社会的環境が障害と

なるときに障害者になるのです。

こ乙で社会的環境とは，建物や道路，交通機関，

標識や標示などの物理的な障壁だけでなく，社会の

人々，そして障害者自身の考え方や態度といった心

理的な障害も問題になります。乙うした「機能制約

をもっている人」を「障害者」にならないようにす

るための予防，即ち社会人としての人権を回復する

ための医療，教育，職業，社会的なサーヴィスが総

合的lζ行われる活動がリハピリテーション(人権の

回復)といわれるものです。

だれもが，とのような条件のもとにおかれでも，

社会的な不利を被らない社会の実現乙そ障害のない

社会といえます。障害者のリハビリテーションを実

現する乙とがとりもなおさず障害を生み出す社会そ

のもののリハビリテーションを実現する乙とです。

病人や老人，障害者などをはしに押しゃるのでは

なしみんなで，たがいに埋解し合い，協力して生

きてゆける社会をつくる乙と，それが価値ある人間

の社会と云えます。その実現を目ざして第一歩を踏

み出すのが 1981年なのです。 1981年lζ長期計画

をたて，その後十年間，その計画が実施されている

かと、うか，すべての国民が厳密に見守って行乙うと

も国連では取決めております。

V 障害対策は生涯対策

(1) 第一次予防。 病気，ケガ，事故なとによっ

て肉体的，精神的な損傷をうけないよう，たえず

自主的IC，日常の健康点検即ち心身の状況， くら

い並びlζ生活環境点検を行ない，これらの点検

結果をもとにして健康アップ生活の実践を行なう。

当然のととながら「健康つぶし」的生活は勇気を

もって排除する ζ とも必要。

(2) 第二次予防。 一時的IL日常生活IC支障をき

たし DISABILITYの状態になったものを治療な

とにより機能的制約をなくする。そのためには，

医学研究の推進，医療技術の向上，医療 ・リハピ

リ施設の充実なとが必要。

(3) 第三次予防。 機能的制約 (DISABILITY)

をもっている人を HANDICAPPEDPERSON 

忙しないようにするための対策(人権の回復)， 

即ち相 会的環境の改善lζ待つところが大きい。 特

lζ 「物J 町I!的な段上克の改持はやさしいが， 了心J

f型的な問題の解決が，より電!lEーであり ，ζれ乙そ

点の対策である。

「障害対策」は，われわれ 4 人 一人が臼分の問題

としてとらえ，臼主的IC，しかも協力し合って実践

してゆかねばならない「生涯対策」なのである。

VI 神大教養部と IYDP

神戸大学教養部における障害対策(障宮者対策IC

)1:ず)は，その第一次，第二次対策lζついては，従

来より，それなりに行われて来たが，最も重要であ

ると考えられる第三次対策即ち機能的fljll約のあるも

のを障害者にしない(社会的不利な状況Kおかない)

対策Kついては，決して十分とは三えない状況にあ

ったといえる。しかし， IYDP にさかのほること約 1

年， 1979年12月IL，ようやく附害者受入れのため

の施設整備委員会が設伐され，まず教養部の中から

DISABLED PERSONSを HANDICAPPED

PERSONS ICしないための環境整備にのり山した。

特に身体障害学生が健常学生と共に生活山来る場を

つくるため，現有施設の総点検lと始まり，必要な改

・増築の要求とその実践がなされて来た。 ζれら施

設整備委員会の活動lとより，徐々に物開的な改浮が

進行しつつあるが，大学'における乙れら施設の不備

は，他教育機関、出ζ地方公共団体のもつ諸施設に比

べれば非常にたちおくれている乙とを痛感する。

この現況は，ひとえに国連の指摘すると乙ろの障

害者lζ対する考え方の遅れ， #10明解，偏見の結果lζ

他ならなL、。要は国が，そしてわれわれが，どの程

度の決意をもって ζの問題に対処するかICかかって

いると思われる。 ζれも国際隙害者年lζ課せられた

重要な課題のーつである。

少くとも大学教育にたずさわっているすべての関

係者と， 更には入学して来る学生の 一人人が，国

際隙害者年の運動の主旨を十分に，圧しく f理解し，

他人事でない自分自身の問題として障害者問題をと

らえ，真剣IL考えると乙ろから，乙の問題の解決策

は見Il:されると 4考えます。やはり問題は，先ICも指

摘した通り，すべての国民の 一人一人の心の問題lζ

帰結するとムえそうです。 国際防書者年を機会lζ，

神戸大学(教長部のみならず)が，すべての大学関

係者にとって社会的lζ不利な状況を福存することの

ないよう ，)<'_その状況lとあることさえも気付かない

ような人間を作ることのないよう，おくればせなが

ら努力して行ってみたいものだ。(体育)

5 



一在学生便り一

教養部での 1年半をふり返って

私がこの大学lζ入学してはや l年半が過ぎ，乙の

度専門課程lζ進学する乙とになりました。全聾とい

う障害を持つ私が乙乙まで来れたのは，教養部の先

生方および諸方面の方々のおかげであると，深く感

謝しています。

教養部での 1年半は， しんとい事ばかりでしたが

その反面楽しい事もあり ，私fCとっては充実した毎

日だったと思います。

去年の 4月lととの大学lζ入学した頃は. 2年間の

受験生活を終えてやっと大学生になれたという喜び

と，大学での講義iζ自分がついていけるだろうかと

いう不安が，私の心の中で入り混じっていました。

私は講義を恩解するために次のような方法をとりま

した。すなわち，教科書を用いない講義の場合，そ

の内容をテープに録音させていただく乙と，それと

語学の場合，前日やってきた予習を見ていただく乙

とでした。前者の場合は，一番前の席にすわらなけ

ればならず，そとでテープレコーダーを操作する乙

とには最初抵抗感があったのですが，すぐ慣れまし

た。録音したテープは，家の人fC頼んでノート fC書

き取ってもらいました。先生の冗談さえも一言余さ

ず書きとめられた乙のノートを読むのはー苦労でし

たが，試験の時は大いに役立ってくれました。また

後者の場合，当然の事ながら毎時間の予習が必要で

した。中・高を通じて英語が最大の不得意科目であ

った私にとって，大学での語学も例外ではなく，毎

晩遅くまで辞書を片手lζ悪戦苦闘しました。けれど

も，乙のおかげで語学K対する自信もついたし，試

験でも予想以上の好成績を収める乙とができました。

ただ，勉強時間の大部分を語学fC費してしまったた

め，自然分野科目の勉強がおろそかになり，試験lζ

は事実上一夜漬けだけで臨む乙とになってしまった

点は反省したいと思います。幸いにもほとんど通る

乙とができましたが，先生方lζは悪い事をしたと思

っています。と ζろで，専門外の人文 ・社会分野の

科目を授講してよかったと思う乙とが今までに何度

もあります。例えば，テレビや新聞なとで講義の中

で聞いた事が出てきたりする時です。その講義を受

けていなかったら，自分fCはあまり関係のない事と

して見過ごしていたかも知れませんが，講義を通じ

て大体理解していると，その記事が実fC興味深く感

じられます。 ζのようにして，政治，歴史などが私

にとって身近なものになりました。私は，自然分野

も含め教養科目は身につけておくといつかは役立つ

ものだと思います。

今，私は美術部凌美会lζ所属しています。入学した

ての頃，友人から何かクラブlζ入った方がいいと勧めら

れ，それからいろいろ迷ったあげく，中学の時美術

部lζ入っていたという乙とで，今の所iζ決まったわ

けです。結果的には，乙れがそれからの心の支えに

なったので，入部してよかったと思っています。何

といっても，コンパの時や，麻雀をやっている時が

楽しい。しかしそれよりも，クラブの良さというの

は，仲間がいるという点にあると思います。コンパ

も麻雀も仲間同志でやるから乙そ楽しいのでしょう。

コンパと言えば，新歓コンパの時は悪酔いして大変

でした。あんなに酒を飲んだのはあれが初めてでし

た。また美術部だから当然展覧会があります。年fL

6. 7回ある展覧会に出品すべく，部員と しての義

務感から大体 1カ月位前から書き始めるのですが，

勉強もあるし，文字通り悪戦苦闘でした。何とか聞

に合った時は，本当lとほっとしました。私は他の事

を何も考えずにキャンパスlζ向かつて筆を走らせる，

その瞬間瞬間が一番好きです。他にも，障害者問題

研究会というのもやっており，また，今うわさのマ

イコンの勉強もやっていますが，それらも合わせて

ζれからもできる限り勉強と両立させていきたいと

思っています。また，図学の宮崎先生のGfζ も入い

りましたが，と ζではいくつかの多面体の模型を作

りました。乙れらはうんざりするようなしろもので

したが，模型作りの好きな私fCは楽しめる作業でし

た。 Gでの 1年半で，私の多面体lζ対する輿味が確

固たるものになったととも告白しておきます。

さて，専門課程では卒業する乙とを当面の目標と

して努力していきたいと思います。私は自分が障害

者である乙とにひけ目を感じた乙とはないし，乙れ

からもないと思います。最後fC. 教養部で私fC関わ

ってく れた皆さんへ，乙の l年半とうもありがとう

ございました。 c工学部システム工学科2回生)
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一在学生便りー

中国政府派遣留学生紹介

神戸大学は，国際の交流fC，活躍している。神戸

大学はほかの国立大学と同じように，中国政府派遣

留学生を受けいれている。全部で18人ですが，とく

lζ，そのなかで._c女，一年生，元・.学

fC在学していま，本大学工学部建築学科)._

圃 (男，一年生，元司圃圃固に在学して，いま，本

大学理学部物理学科)._ c男，一年生，元.

- 学，現在本大学工学部計測工学科)圃・(男，

ー 年生，元・E三学，今，本大学経営学部)._

京(女，二年生，元E・・・・・園学院，現在，農学

部農芸学科)圃 ・ ・(男，二年生，元

・.学，現在，工学部システム工学科)圃・・(男

二年生，元大学，現在，浬学部物理学

科)._c男，二年生，元国~学，現在，工学

部計測工学科)等 8人の学部生を受け入れている。

乙の 8人なのに，性格と趣味はさまざまである。活

発な人も有れば，沈黙な人もあるし，趣味がゆたか

な人もあれば，乏しい人もあるし，音楽が好きな人

もあれば，スポーツが好きな人もある。 8人の学歴

は，ほとんど同じで 5-6年の小学校，日本の中

学校と高校fL相当する 4-5年の中学(学年は地方

によって，多少の差がある)をへて，全国共通一次

試験を受けて，大学の門をくぐった。そ して，半年

もたらず，それぞれの大学と分かれて，長春へ行っ

て，一年間近くの日本語の特訓を受けた。そのおわ

りに，日本文部省の留学試験を受けて，日本fC来た。

一年間苦労のおかげで，聞 く方は何とか行けるが，

話す方が，まだまだ不十分である。

周知のように，中日両国人の友好交流は，ずいぶん

昔から，はじめられてきた。歴史をふりかえってみる

- 7 

と，その友好交流の代表者としては，中国の鑑真和

尚である。日本においても，たくさんの遣唐使・遺

随使・留学生を，中国fC派遣した。いま，日本全土

で，一番，人気を呼んでいるポートピアfLも，乙れ

を記念した遣唐船を展示する IBM館がある。乙の友

好交流は，昔lとしても，近代lとしても，ますます発

展していくと思う。 1840年のアヘン戦争以来， 中国

は，ほかの先進国家より，だいぶおくれている。乙

れをとりもどすため，たくさんの留学生を海外fC派

遣してきたわけである。戦前，日本iζ留学してきた

留学生の数は，なんと 1万人にもおよんだそうであ

る。いま，日本留学している人は，およそ千人近く

あるというととである。

われわれは，日本K来て， しばしば日本の友人fL

問われた ζとがある。それは"あなたたち，なぜ日

本を選んだか"という。が，わたしたちは，いつも

乙う乙たえた。“我国は，工業lとおいても，農業lとお

いても，アメリカ・日本のような，先進国より，だ

いぶおくれている。乙れらの先進国をおし、かけるた

め，日本を学ぶためfC. 日本fC来たものである。 日

本は，アジアの国であるから，アジア民族の特性を

もっている。日本のやり方は，中国にと って，比較

的現実的であろう。"

われわれは，日本に来て，日本の国民とおおいに

接触して，お互いの理解を深め，又，文化交流を一層

深め，両国人民の友好に貢献しようと思っている。

勉強の方も，日本人の学生と同じように，がんばっ

ていきたいと思っている。どうか，われわれが日本

にいるあいだ，よろしくお願い致します。

(工学部計測工学科2回生)



一特集 1・私の秘蔵品一

昭

動IC:::敏感であり，科学技術や文化の進歩，大きな戦

争を経験したあとには彩しい数の新語が生まれる。

初版以来， CODは絶えず乙れらの新語や外国語か

ら英語IC:::入った語IC:::注意を払い，本文改訂や補選，

付録を加えて時代の必要に応じてきた。本文全面改

訂が殆ど不可能な大型のOEDIζ比べて小型のCO

Dの長所が下記の増改訂の歴史を物語っている。

COD初版， 1911年

COD 2版， 1929年(初版lζ手を入れた改訂版)

COD 3版， 1934年 (2版本文+Addenda) 

COD 3版， 1944年 (3版 Addendaの増補付き)

COD 4版， 1951年(本文全面改訂+Addenda 

付き〕

COD4版， 1952年 (4版 Addendaの改訂付き)

COD 5版， 1964年 (4版の Addendaを本文IL組

み入れ，語源を書きかえた)

COD 6版， 1976年(全面改訂，見出し語数4万，

型が少し大き くなる)

包積稲

D 

現在，世界最良・最大の英語辞書として知られて

いる TheOxford English Dictionary (通称，

OED) は 1928年K完結した全10巻の A New 

English Dictionary (NED)にサプリメント 1

巻を加え， 1933年IL再製本・再発行された全13巻

の大型辞典である(総頁数， 1. 5万，語数40万，用

例文 180万余り)。古代英語以後の各語について，

その語形変化と意義の発達を各時代からの多数の用

例をもって綿密IL追跡し，廃語はいつ廃用iζ帰した

か，新語がはじめて使われたのはいつか等，英語の

歴史的発達を知るうえできわめて便利なばかりでな

く，今世紀初め頃までの英米文学作品を読む際iζ必

備の辞典でもある。この専門家向けのOEDを基lと

して Fowler兄弟が 1911年IL作った現代英語の 1

巻本の小型辞典が TheConcise Oxford Dic-

tionary of Current English (通称，COD)であ

る。乙の CODは初版以来，我が国でも広く親しま

れ利用されたばかりでな く，英和辞典の発達IC:::も大

きな影響を与えたと言われている。言語は社会の変

。C c 
ロロ秘蔵私の

馨

藩主前田斉泰の侍医IL登用され，病者は門前1C:::71Jを
なし，門弟は数百人11:及んだという。文久二年(1862)

ILは金沢IC:::種痘所が設けられ，良安はその頭取とな

った。乙れが金沢大学医学部の起源であり，いま医

学部正面玄関に入ったととろ1ζ，良安の胸像が飾ら

れている。良安はまた燐の製法を発見し，脳の解剖

を試みた。いずれもわが国では最初の乙 とである。

五十八歳にして老を理由K引退，明治二十三年，七

十四歳を以て卒した。

乙の書簡の内容は砲学IC:::関する乙とが中心であっ

て，医師良安IC:::対する文面としては不似合の感もあ

るが， 乙れは良安がある程度は砲学をも解する博学

の人であったととを示している。象山知命当時の生

活や関心の所在を知るための貴重な資料でもあり，

全文を掲げたいと乙ろであるが，巻紙の長さ1.5メ

ートノレlζ及ぶ長文なので，首尾のみを写真とする。

詳細は「大阪大学医療技術短期大学部研究紀要人文

科学篇第二積JIC:::おける拙稿に就いて見られたい。

なお， r日本歴史大辞典j 5 -851C::: r黒川良庵」と

するのは誤りである。(国語)

私の秘蔵品

秘薬・秘密・秘函・秘書…と秘のつく表現には何か我々の心をときめか

す力をもっている。秘蔵品もそうだ。乙れにあたる英語の at陀 asure，

a treasured (favourite， prized) article IC:::胸騒ぎをおぼえるととは

ない。家人寝静まった夜更，ひとり秘蔵品を前IL人生の喜びを感じられて

いる方々も多かろうと思い， r私の秘蔵品Jなる特集を組んでみました。

Where your treasure is. there wj]} your 

heart be a1so. -81. Matthew 6: 21 

崎山

簡室田の佐久間象山

私は佐久間象山 (1811-1864)直筆の書簡一通を

持っている。乙の書簡は安政六年(1859)二月 lと信

州松代の象山から加州金沢の医師黒川良安(くろか

わ・まさやす)あてに書かれているので，すでに百

二十余年を世に経ている乙とになる。発信者象山は

幕末の兵学者として名高い人物であるから，いまさ

ら乙乙 IC:::紹介の筆を費すには及ぶまし、。 しかし，受

信者黒川良安(1817 -1890) はー般にはほとんど知

られていないようなので，その略歴を述べておく乙

ととする。

良安は文化十四年二月六日，現在の富山県中新川

郡上市町IC:::，医師黒川元達(玄龍)の長男として生

れた。十二歳から二十四歳まで長崎に留学 し，オ ラ

ンダ語lζ熟達したは、かりでなく，ひろく当時の自然

科学，人文科学を修めた。 その後，緒方洪庵の紹介

lとより，江戸の蘭学者坪井信道IC:::師事した。当時象

山はオランダ語の兵書lζ難渋していた。象山からオ

ランダ語の指導を求められた信道が，適任者として

象LLJIC:::紹介した人物乙そ黒川良安だったのである。

以後象山と良安との親交が続く乙とになる。三十歳

lとして金沢lζ移り， 医師としての大活躍が始ま る。

• 1 特集
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もしも，初版から最新6版まで全部集める乙とが

できたなら，古代英語から現代英語までの長い歴史

をOEDICよってたとる乙とができるように，短い

期間ではあるが変化の激しかった現代英語の姿を乙

のCOD全6巻によって知る乙とができる(英語lζ

入った日本語は時代とともにどのような変化がある

か等)。全6巻を前にあれ乙れ想像しながら，調べ

ていくのは実K楽しい乙とだろう。乙んな乙とを考

えはじめたのは 6版が刊行されてからである。 CO

D歴は 5版から始まった。少し部厚いけれど机上で片

手で引けるし，鞄lζ入るしでとの 5版はよく利用し

た。そのせし、か神田の古書庖で手IC入れた初版は 2

版とともに私Kとって自慢の辞書であったがまだ全

巻揃えようという気持はなかった。 1976年に 6版

が刊行され，机上lζ初版， 2版， 5版， 6版と並ん

だ時，目標が決まった。しかし，いざその気になって

探し始めると全然見つからすι版までに4年が過ぎた。

1965年:COD 5版(1964)東京・三省堂， 15百円

1967年:COD初版 (1911)東京・神田， 5百円

1968年・ COD2版(1929)東京・神田 7百円

1976年 :COD 6版 (1976)神戸・丸善 38百円

1980年:COD 4版(1951)於浜松 25百円

1981年・ COD3版(1949)於松本 l千円

新開地の古本屋lζ古いCODが出ていると教えら

れて，大学の帰りに寄ってみた乙ともある。うず高

く積まれた本の山の下IC確かにあったが，何版かわ

からないので手に取ってみたかったけれど，庖員は

山がくずれるのをきらってさわらせてくれない。 そ

の日はあきらめて，一週間後にもう一度見lζ行った

ら，山はなくなり，そのCODも姿が消えていた。

しかし，との 5月，信州松本の小さな古本屋でとう

とう 3版を見つけ，大願成就を喜んだのも束の間，

実は上の表にある通り，3版4版lとそれぞれ2種類

ず、つある乙とがわかった。大願成就ではなかったの

だ。失望も大きかったが私にとって秘蔵品である乙

とにはかわりはない。

注 1・OEDは現在 NewSupplementsが2巻

(A-G， H-N)まで刊行されている。

注2・同じく Fowler兄弟の手になるCODより

小型の ThePocket Oxford Dictionary (PO 

D)も現在6版まで出ているが紙面の都合上言及

しなかった。

注 3:現代英文法講座11巻(研究社)によれば

1957年K多数の新語を Addendaとして収めた増

補判が出たとある (p. 11)。乙れが正しいな らば

4判は 3種類ある 乙とになる(調査中)0 (英語)

唐

唐三彩といえば唐代貴族文化を代表する華麗なや

きものをいい，唐の永泰公主墓から大量IC出土した

ものが有名だ、そうである。しかし，そんなことを何

にも知らなかった高校生のとろ，はじめて唐三彩を

見てがっかり した記憶がある。素焼のもっさりした

色彩感覚がひど.く幼稚にみえたからである。実用IC

耐えるやきものという感じでなかったからかもしれ

ない。と乙ろが 1966年の夏，鄭州，洛陽，西安，

延安，北京と旅行した折，洛陽の工芸社で唐三彩の

複製品をみているうちに，そんな私がいつの聞にか

ミニチュアの壷や皿を買いとんでいた。それらは帰

国してのち，友人へのプレゼン 卜lζ使ってしまった

からもうほとんど手もとには残っていない。それで

も一つ立派な唐三彩の女備が二階の棚にすらりと立

っているのだが，乙れは北京の琉璃廠という町の骨

董屋で手lζ入れたものである。 そんなもの面倒だと

いう夫の反対を押し切って私が買い乙んだものなの

だが，当時の値段で14元したのだから結構高い買物

であった(普通労働者の賃金の約四分の 1Iζ当る)。

北京から上海に郵送してほしいと頼んだのだけれど

も，断わられてやむなく抱えて持ち帰ったものだと，

乙れは今もって夫が不平不満の面持でいう，大層手

数のかかったシロモノなのである。しかし，庖員が

断わって くれたのが幸い して女備は無事日本へわた

って来れたが，あの時もし郵送をうけおってくれて

いたら，その数日後突如として起った紅衛兵運動の

旋風にまき乙まれて叩き乙わされてしま ったかもし

れないのである。 1966年8月12日の買物と「現金

日記帳JIとあり，紅衛兵の大群が毛沢東lζ天安門前

で接見されたのが， 18日，まさに間一髪であった。

あとにして思えば，あの時琉璃廠の商庖の人たちは

ひどく元気がなかった。すでに極左革命の嵐を察知

していたからにちがいない。それは 「文化大革命」

と名づけられた十年の悪夢のはじまりであ った。

ととろで，唐三彩の女備はそれ以前の女伺と くら

べると実にリアルIC造型されていて多様な表情をも

阿 奥(オリンピック競技場)

一特集 1・私の秘蔵品一

彩の女{南

子美久寛

実は中国の古典詩lζしばしば女性の髪型がうたわ

れるのだが，これがなかなかわからない。たとえは‘

白楽天の新楽府K f町世粧 (当世ファッションスタ

イノレ)Jという識諌詩があってその中でやり玉にあげ

られているのが 「円カ ン蟹無く椎ケ イの様」という
えん びん 司、

ヘアスタイ ノレなのだが，乙れが実際どう いうものか

は推測するよ りしかたがないのだ。そ ζで貴族墓出

土の女備が熱いまなざしで観察される 乙とになるの

である。

白楽天は「時世粧」の中で，伝統的な中国スタイ

ルでない西域かぶれの化粧もやり玉にあげている。

黒っぽい口紅，斜めにくっ きりつける頬紅，八の字

になるよ うな眉のかき方，まるで泣顔みたいだとに

がにがしげにいい，元和時代(臼楽天の乙ろ)の化

粧，へヤスタイノレは，fケイ椎 シャ」 なんぞで，華風で
つ.Wlん

はないぞといきまいているOいつの時代でも「良識

者」は女の貧欲な化身熱を攻撃するのに忙しいが，

それでも女たちは流行を追うのに余念がないようで，

わが女備も宮廷の女であったのだろうが堂々たる ト

っている。考古学的美術的価値からいえば， 安宅コ ップファッションぶりである。との女偏，もちろん

レクショ ンにあるような下ぶくれ顔の五等身の像の

よう なのがいいのであろうが，私の愛蔵品はみ乙と

な八等身，瓜ざね顔の美女である。全長42.5糎，

端正な目鼻だちだが，と りわけ目をひくのがそのヘ

アスタイル。顔の長さが5糎 しかないのに7 ケ・の高

さと巾は実IC8糎もあり， 雲かとみまがうヘアスタ

イルなのである。それでいてバランスが大変いL、。

巴 里(傷兵院)

ヨーロッパの風景

森本まゆみ(英語)
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複製品であるが， それにしてもいつごろど乙から出

土したもののコピーであるかという ζ とが全然わか

らない。もしかしたら白楽天の「時世粧Jの詩句か

ら逆IL現代の匠が創造欲をかきたてられて“再現"

してみせた ものかもしれないと思う ζ とがある。そ

う考えてみるのも又一興，唐代の詩をよむとき，私

はいつもとの像を眺めて空想Kふけるのである。

(中国語)



月」を思い出す。

忘れ難し 幽圏(牢獄)の月

今夜月光円(まど)かなり

月K歩みて人は野に迷い

人を照らして月は天を度(わた)る

乙の詩の「月Jについて，河上さんは弟(画家の

左京氏)あての手紙で乙ういっている。

「ひと ICは(私が)マルクス主義を奉じて人生の

行路を踏み迷ったかに見えるかも知れないが， しか

し月(マルクス主義)は少しの間違もなしに大空を

渡っているぞ，という寓意を含めて居るのです。」

そうした寓意が， r残春」の詩の「月」にもある

のかどうか。 r此の残春のタベを愛し，悠然として

月の升るを待つ。」

そんな乙とをあれとれ考えながら，私は乙の「秘

蔵」の書を，いましばらくは眺めていたいと思う。

〈文学)
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一特集 1・私の秘蔵品

知

4民ゑ

4・

日色紙短冊を書き了え-・・ー

『河上肇全集』の詩歌部分の編集を担当している

私は，断簡零墨といえども見すごすわけlζはいかぬ。

さっそく調査をはじめて，いろいろ苦心したあげく，

ょうやく金子夫人の兄岡本一郎氏の養女佐藤美都子

さん(箕面市在住)をさがしあてた。金子氏あて色

紙の所在は佐藤さんもご存知なかったが，かわり iζ

乙の軸をわぎわぎ持参され勺何と惜しげもなく私lζ

くださったのである。

以後私はときどき乙の「秘蔵品」をとり出して

は眺める。そして， 乙の詩ICは何か寓意があるなと

思う。寓する所はさだかでない。しかし何かある。

詩lζ見える「厭夢」とは，悪夢lζ うなされる ζ と

をいう。出獄後，河上さんは特高警察の監視下lとあ

ったが， しかしもはや過去の「厭夢」もな く，心境

は平静である。そして悠然と月の升るのを待ってい

る。 r月」とは，何か。私は河上さんの別の詩「明
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ものを秘蔵する柄でもなく，その趣味もなし、。た

またま手もとにある ζの品も，いずれはしかるべき

公共の施設に収めるつもりだが， しばらくは眺めて

楽しんでいたい。

マルクス経済学者河上肇 (1879一1946)は書画を

よくする文人でもあった。数年前，半裁にかかれた

その書のニセ物が， 十数万円の値で売りに出された

ととがある。小さなι セ物が高値をよぶのだから，

わか 「秘蔵品」は何十万もするのだろうか。

乙の掛軸，やや古ぼけた桐の箱IL収められている。

箱の葦に河上さん自筆の肉太の字で，

二友余技

と墨書しであり，その下IL小さく，

瓶花図並残春詩

とある。紅い牡丹IL似た花の絵は，河上さんと京大

で同僚だった経済学者河田嗣郎氏の作。花の図の賛

のごとき残春詩は，河上さん自題の漢詩。したがっ

てともに経済学者である「二友」の「余技J，とい

うわけだろう。

蓋の裏ILも，同じく墨書して，

祝岡本仁兄隣華寿辱知六十四翁河上肇

とあり， r閑戸閉人J (河上さんの号)の朱印が押

しである。岡本仁兄とは，河上さんと同郷の友人で，

和歌山や山口の高商校長をつとめた岡本一郎氏。そ

の「華寿IL隣(のぼ)るを祝う」というのだから，

還暦祝いに贈った紬である。軸をひろげてみると，

書商のかかれた和紙はタテ49cm，ヨコ 31cm，それを

ややみじかめの掛軸に仕立てである。

さて，二行lζ分けて書かれた詩は，つぎのよう IL

読める。

心平無厭夢身静有良朋

愛此銭春タ悠然待月升

五言絶句である。そしてそのあと fC:，

岡本仁兄清鑑壬午春日重録旧作河上肇

とあり r関戸閑人」の印。壬午は1942年(昭和17

年)だが， r重ねて旧作を録す」という旧作「残春」

の詩は，前年 5月の作品(岩波新書『河上肇詩注』

p. 91参照)。

掛軸は，三年前の初夏のある月，ひとりの上品な

老婦人によって私の研究室にとどけられた。老婦人

は「岡本仁兄」の養女IC:あたる。

当時，河上肇晩年の日記を読んでいた私は，昭和

16年2月23日の条K目をとめた。

島根県工業試験場長金子弥市氏の依頼lとより昨

河上肇の



小学校同窓会と人口ピラミッド

-随筆コーナ一一

A 棟の屋上

-随筆コーナ一一

25年前へのいぎない N市立第五小学校六年五組

同窓会への御案内という往復葉書が届いて以来，記

憶の底に眠っていたなつかしい顔の幾っかが浮かん

で来る一方で，人生の経歴がそれぞれに違い，会っ

ても話が合わぬのではないかという一種の途惑いと

が交錯し，意識は後向き lとなり，気が沈んでくるの

であった。忘れていたものを突然急にゆさぶられ，

無理κ思い出窓せられるのも苦痛を与えるものであ

る。それでも25年ぶりという事実に励まされて，遠

路クニへ帰る乙とにした。

小学校卒業後四半世紀も過ぎる と，男子の経歴I(

は相当の開きが出るものだ。事業のうまくいってい

る者，あるいは失敗し失意の底lとある者，また現在

の自分I(不本意な者，得意な者が一堂f(会する乙と

は実にむずかしい。それに対し，女子の方は同じ頃

結婚し子供を 2-3人産み，手がかからなくなって

来ると，他人の近況をしきりに知りたがる。配偶者

次第で女子の人生は変って来ょうが(男子について

も同様)，今のと乙ろそれ程の差はなく，似たりょ

ったりであるゆえ，女同士は集まりやすい。しかし，

各種の事情で結婚しなかった者，あるいは離婚した

者は二の足を踏む。従って女子の中にも来れる者と

来れない者との区別ができる。

さて，同窓会iζは恩師を呼ぶ慣しがあるが，なつ

かしさを感じて出席する者と，いまだに嫌って来な

い者も出ょう。女教師は大学出たての新米ホヤホヤ

で若干え乙ひいきが見られたし，何しろ男女合せて

61名の生徒数は多すぎた。クラスの中で成績の良か

った者と問題ばかり起して手を焼かせた生徒I(は教

師の関心がいったとしても，比較的おとなしく目立

たぬ生徒lとはあまり愉快な教師と写らなかったであ

ろう。教師Kは生徒1人 1人の性格を飲みとみ，分

け隔でなく接するという神わぎが必要とされようが，

教育歴うん十年を越えたベテランで， しかも表音ゑ

心でない限り，それは無理な注文というべきもので

あるかもしれない。少年・少女という幼児から大人

に少し向いつつある微妙な年頃の教育は相当骨の折

れる仕事ではなかろうか。しかも美人教師ときた上，

六年生の時K結婚した(担任は五 ・六年生と持ち上

がりであった)ゆえ，憧れていた一部の生徒には相

当のショックを与えたようだ。出席者男子9名の中

にも 2人の独身者を見たが 1人は酔いにまかせて

教師と結婚したいと口 K出した。

われわれの世代は第2次世界大戦の頃生れたので，

大識幸彦 本田 烈

級友の中f(は戦死者を父f(もつ者が何人もいる。ま

た，何人かは海外からの引揚者の子弟であったが，

日本!(帰ってからはめぐまれた環境iとなく，貧しさ

から来る心のすさみもあった。授業中κ気象研究と

称して途中から抜け出し，形だけの測定をした後は

休み時間までダベッテいるクループもあった。筆者

も副級長でありながら気象研究が好きであった(と

当時は思い込んでいた)ゆえ，悪友クツレープ!(誘わ

れて授業をサボル者の 1人であって，女教師の覚え

は良くなかった。教師はお坊っちゃんタイプで好男

子，おとなしい男子が好きであったから，反抗的な

男子生徒を数多く生んだのである。

同窓会lζ出席した女子は結婚している者ばかりで，

未婚の者は身体障害者の S嬢の他は l人も来ていな

かった。われわれは昭和17年から18年にかけて生れ

ており，女子の結婚相手の年令は昭和13年から15年

あたりになる。その頃といえば， 日中事変が起き，

戦争K動員されたため出生率が急lζ落込み，人口ピ

ラミッドの窪んだ箇所である。無論，同い年やその

前後の年令と結婚するケースもあるし，家庭の事情

で結婚しない者，あるいは結婚する意志のない者も

いるであろうから詳しい乙とは人口ピラミッドをに

らんでいてもわからぬ。乙うしてみると人口ピラミ

ッドの上から考察を加えるには，社会学的調査，心

理学的調査まで進めないと，真相はわからないであ

ろう。(1979年12月記す) (地理学)

私の研究室はA-416， 光庭内lζ設けである非常

階段へ出る扉の向かい側である。紛争中のあの階段

にまつわる思い出もあるが， それはさておき，私は

よくあの扉をあけて外へ出る。外と申して，出た所

は階段踊り場なのであるから，降りるか昇るかする

よりほかない。ああいうすけすけの階段を可怖がる

人もあるようだが，私は平気である。

降りたら何処へ行くか。封鎖中は……いや，それ

はさておいた。 3階のあの扉が施錠してなければ，

A棟 3階の西のほうの部屋部屋を訪れるには近道で

ある。例えば，せんだって，資料室委員会の要請で

あの部屋を片付けた時である。伊藤正文さんが自分

の部屋にあった「近代Jパックナンバーすべてを，

私の部屋の床の上lζ横積みに詰め乙んで，文学部へ

と飛んで行かれた，その「近代」一切を，序でl己資

料室f(一応入れさせて戴く乙とにした。その時， 4 

階と 3階のあの扉を開け放ち，紐で留めて，近道を

して運んだ。それでも，私ひとりの労働で 2時間か

かった。あとで知ったが，そんなに急いで片付ける

こともなカ〉ったようである。

昇れば何処へ行くか。すなわち屋上である。概し

てビルディングの屋上は醜い。室内を快的lとする為

の仕掛けが臓物然と不快なとぐろを巻いているもの

だ。と乙ろが，わかA棟の屋上は，そんな iζ醜くは

ないのである。わびしいテレビアンテナ 3本と，質

素なクーリングタワー 2基と，そして，食堂からの

排気ダクトの，之はかなり巨大な末端と，それだけ
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である@

ただ，乙のダクト，屋上IC到るまでの途中が問題

である。薄っぺらいブリキ製の 1辺70センチの四

角い筒が食堂から屋上まで，光庭の中を貫いている

訳だが，ひとたび， 5.5キロワットの三菱のモーター

がファンを作動させ始めるや，薄っぺらいブリキ四

角筒は呼吸をしはじめ，ブワブワ・ゴオゴオ・ダク

ダクと身震いし，光庭!(面する部屋といわず廊下と

いわず，その身震いをとどろきわたらしめるのであ

る。乙んなζ とと判っていたら研究室をかわるのじ

ゃなかった， と米沢さんは教授会の席で文句を言わ

れた程だ。あのダクトは午前 6時半乙ろから始動す

る。

だが，屋上I(出て了えば，視覚的・心理的に周囲

がカラリとひらけるから，ファンの音も，そして，

お世辞f(も好ましし、とは申せぬ夕、クト末端からの匂

いも，さして気lζ ならぬ。運動不足を自覚する早朝，

海を眺めゃったり山を仰ぎみたりしながら， 10周ば

かりのジョギングをする時など，あそ乙は快的です

らある。家治川さんlζ その事を言ったら，いや，や

っぱり土の上を走った方がいい， とおっしゃったが，

私には何といったってあそ乙が手っ取り早いのだ。

かつて.雨水が溜まってあそ乙f(アメンボを見た

乙とがあり驚いたが，あのアメンボ達，六甲山へ昇

ったか，御影の浜へ降りたか。 (フランス語)

r
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特集 2・教養部内研究会への招待

一特集 2・教養部内研究会への招待一

源 氏物語 < 読書会 >

教養部ではいろいろの研究会が行なわれている。もちろん，各教官の専

門分野のセミナーなどは研究活動そのものの中心であるが，その他lと，専

門のワクをとえた研究会も活発である。乙れらは，さまぎまの専攻の教官

を擁する教養部ならではのもので，研究 ・教育の貴重な養分となっている

に相違ない。

「広報」ではとうした活動の一端を紹介するべく特集記事をくんでみた。

科 内子

様々な専門分野の研究者を擁する教養部の特色を

生かし，科学についての視野を広めようという主旨

で， 、科学談話会'と称する集まりをもっておりま

す。各教官の研究やその周辺のトピックについて，

できるだけ平易IC:話題を提供していただき， 自由IC:

議論 しています。夏休み，冬休みにはヒeアパーティ

や忘年会で懇親を深めています。

1977年ILスタ ー卜して以来，既IC:22名の方々から

お話ししていただきました。教養部で行なわれてい

る研究内容を知り，また，相互の交流を深めるため

の一つの場として役立ちたいと考えていますので，

教官に限らず，広く職員，学生の皆さんの参加も期

待します。

参考までに，今までの内容を紹介しておきます。

1. 鏑木 誠(物理):格子ガスモデノレIC:於ける基

底状態の構造

2. 今枝国之助(ダブリン高等研究所):四元数

(クォータニオン)にもとづく電気力学と相対論

ー アイルランドで考えた物理学一

3 林文夫(生物):生体膜と生命現象

4 宮田隆夫(地学):東アフリカの地質と大地溝
世
帯

5 藤越康祝(数学):統計的方法と科学的推論

6 宮崎輿二(図学):多次元図形

7 渡辺 正(理 ・物理):宇宙創世と素粒子

8 曽谷紀之(化学): R巴activeSilica (リアク

ティブ ・シリカ)

9 渡辺邦秋(生物):オーストラリアの自然と植

~，I， 

E災
必』
:z:s: 

何か教養部内で行なわれている隠れた催し物なり，

それに類するものがあれば，それを集めて特集を組

みたいから，そしておまえは何でも源氏物語の読書

会のようなことを二三の人たちとやっているらしい

から，それについて何でもいいから書いてくれとの

注文である。私は困ってしまった。私がく読書会>

の一員であるかぎり源氏物語を読んでいるらしいが，

しかし一体私は源氏物語を読んでいるのであろうか，

というどうもそのへんの所が自らかえりみて暖味な

のである。できれば書かずにおきたいという気持が

ある。

以前，自然の神秘という題であったか，植物の神

秘という題であったか，科学映画なるものを見た ζ

とがある。草花の芽の出てくると乙ろだとか，花の

咲くまでの動きだとかを特殊撮影で映写して植物の

成長の姿をKんげんの目 iζ見せるのである。例えば

白百合であったか，何でもそういう白い花がみるみ

るうちに開花してゆくのである。いまだ便い奮が映

る。と，それが次第 lζ細長くなり，ますます白さ

を増してゆく。と思っているととつぜME弁が開

き始める。内部から芯がぐんぐん延びてくる。

私は息をのんで見ていた。が，見ているうちにふと

一つの思いが心iC:とまった。それにしてもζれはあ

られもない姿ではないか，と。すると乙の思いはみ

るみる心を領して，無耳仏という言葉IC:思い至った。

時間という神秘のヴ‘エールで iC:んげんの白から隠

された乙の秘めやかな草花の営みを白日のもとに晒

す。乙れは無恥という以外のどういう言葉で表現し

得ょうか。くのぞき>とは法のとどかぬととろで乙

そ秘かIL行われるものであるが，乙れはそれの公然

たる正当化に等しいのではあるまいか。植物はIC:ん

げんの巨の見えない時空で成長してゆく。一度でも

植物を育ててみた人なら判る。値物は毎日毎日水を

やり目酔}をやり，眺めさすってみたと乙ろで一向lと

その姿を変える様子はなし、。いつまでも同じ姿をし

ている。しかし，二日でも三日でもその値物の乙と

を忘れていると，いつの間lとか姿を少し変えている。

まるでにんげんの目を避けているかのようなのであ

る。しかしgljIL己れの姿を故意iC:， ILんげんの目か

ら隠しているわけではないのであろう。 ILんげんの

活動する時間とは別の時間の中で自らの生を営んで

いるだけの乙とであろう。ゲーテにく明らかな秘密>

という言葉があるが，植物の生のありょうを言い表

わすのに恰好の言葉ではある。しかしにんげんの精

話

物の種分化

10.広森勝久(数学)・いろいろな幾何学 -B.C. 

3世紀から2叶世紀までのおはなし

11.平川和文(保体): トップアスレー トの条件IC:

ついて

12 本間康浩(物埋): F巴rml国立研究所IC:おける

ニュートリノ実験

森井俊行(物理):ーコメントー

13北谷正行(化学):構造と生理活性についての

やさしいおはなし

14.田中克己(情報):データベース研究の最近の

動向について

15.川口正昭(情報):素粒子をさぐる

16.渡辺清(数学):多変数函数ILついて

17小早川恵三(物理):素粒子の構造と反応

18寺門靖高(地学):関石のお話

19角野康郎(生物):種の多様性と生態学 一種

レベルの生物学

20尼川大作(生物):動物行動学と神経生理学と

の接点 一見虫の行動を中心!C:-

21 小野厚夫(情報):泡箱写真の解析

22 中川保雄(自然科学史):技術の発達と社会的

変化 日本の伝統的技術と近代的技術の例を

中心!C:

56年度世話役 角野康郎(生物)

林文夫(生物)

渡辺清(数学)
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神lとも， このような植物の営みと同じような営みが

あるのではなし、かと思う。源氏物語を二三の人たち

と読みはじめてからもうかなりの年月を経ている。

われわれに乙ときら中世日本の男女のありょうを研

究しようとか， もののあはれに想いをいたそうとか，

古語の勉強をやりましようとか，そういう目的があ

っての ζ とではなし、。日常の，騒がしいとは言わぬ

までも静かとも言えぬ生活のあわいに，いつ果てる

と6ない営みを読けてみようとしての乙とである。

読むのは日曜日の午後月一回の時もあったり，月

二回という時もあった。二年ばかり中断された乙と

もあった。別κ急ぐ必要はなし、だからいまだ，第

二帖のく帯木>の終りあたりをのろのろと読んでい

るにすぎな~'oおそらく第五帖あたりぐらいに来る

と今読んでいる帯木の章などは忘れてしまうかも知

れなし、。それでもよろしい。忘れる乙ともまた必要

である。なぜならば，想い出すζ とができょうから。

そして想い出すζ と乙そが大切なのであろうから。

ただ，望ましいのは，できるだけ目立つととなく一

別に隠すつもりはないがーそっと読みついでゆく

ことである。日常的な時間の背後で何かが育って

いるかも知れないからである。そういうわけで，乙

のく読書会>はいうなれば極めて植物的な会である。

会が終っても別iC:巷IC:出て酒類をかたわらにして，

例えば文学の論を戦わす乙となどはない。天下国家

を論ずる乙となど，むろんない。ビールの一杯か二

杯iC:渇をうるほす位がせいぜいである。ぼそぼそと

雑談のひとときを持ち，あとはそれぞれの方向κ消

えてゆくだけである。だからとのく読書会>はとり

たてて宣伝するほどのものではない。隠8れた営み，

と言えは、言えようが， しかし別に隠さなければなら

ぬものでもない。

(小怯原千里・記)

マt



特集 2・教養部内研究会への招待一

人文・社会科学研究会

乙の研究会は，昭和55年4月，教養部の人文，社

会系の教官有志、を構成メンバーとして発足した。研

究会は， 4人のメンバー(依田博，合田湾，杉

野欽吾，大野道邦)が世話人となり，今日(昭和国

年7月現在)まで， 8巨|の例会がもたれた(毎奇数

月開催)。

研究会発足の趣旨は，比較的近接した研究領域を

もっ人文 ・社会系教官が，積極的討論・ 情報交換の

ために各自の最新の研究計画や研究進展状況を互い

に報告しあう乙と，であった。教官諸氏のど協力をえ

て，研究会は軌道Kのり，第一線の， しかも魅力的

な諸報告が発表された。

過去8回の例会における，報告者，報告題目，報

告要旨は以下のとおりである。

第 1巨I(附和55年5月)，合田 祷，(文化人類学)，

「東南ア ジアiζ於ける動物供犠のシンボリズム」ーー

インド北東部のロータ・ナガ族やレンクゃマ・ナガ族

iとみられる動物供犠の構造分析を通して，かれらの

共有するシンボル世界の構造が明らかになるのでは

ないか， ということが報告された。

第 2回(同年7月)，大野道邦(社会学)， Iシ

ンボルの定義をめぐって」ーーさまぎまな視点から

なされたシンボルの定義を比較・検討する乙とIcよ

って， シンボルの社会的性格を明確にしようとする

こ乙ろみが報告された。

第3@1(同年9月)，依田博(政治学)， I多
数決原理と民主主義」一一多数決原理によって決め

られたことの社会的効力が，絶対的ではなく相対的

(決定がつねに暫定的)である乙と，を明らかにしよ

うとする乙乙ろみが報告された。

第4回(同年11月)，杉野欽吾(心理学)， I養

育の心理学的研究Icついて」 一一心理学Kおける行

動観察法の問題点が指摘さ九あわせて， 乙の観察

法の実施例として，養護学校教諭の障害児Ic対する

かかわり方についての観察結果が報告された。

第5回(昭和56年1月)，瀧上凱令(心理学)， 

「日本人の図形認知J- EFTやGEFTなどの

図形認知テストの具体的データにもとずき，認知技能

において日米聞に顕著な差がある乙とが報告された。

第 6回(同年 3月)，安井三吉(歴史学)， I中

国lζおける民族問題Kついて」一一現代中国の小数

民族 (55族，総人口の 65ぢ)をめぐる政治的，経済

的諸問題が具体的資料lともとずき報告された。

第7匝I(同年5月)，須崎慎一(歴史学)， I近

大野道邦

代天皇制国家をどうみるか」 明治以来， 8月15

日にいたる近代天皇制の変容を，村落レベルの行政

文書の具体的検討を通して明らかにしようとする乙

乙ろみが報告された。

第 8回(同年7月)，内田幸夫(統計学)， r経
済システムのモデリングIcついて」一一数量的経済

政策としてのモデルの予測力について詳細な統計的

議論が報告された。

なお，以上のほかに2 今年度(昭和56年度)は，

竹中 勲(法学) (昭和56年9月)，償山雅彦(自

然科学史) (同年11月)，宗像恵(哲学) (57年

1月)，大獄幸彦(地理学) (同年 3月)，諸氏の

報告が予定されている。

広範囲の，異なった専門領域から成る乙のような

研究会は，教養部ならではのユニークなと乙ろみで

ある。なるほど，そ ζにはあるむつかしさが含まれ

ている。それは，他の専門領域の奥深いと乙ろまで

互いに理解がゆきとどかず，研究会での議論も表層

部や周辺部をなぞるだけであり， ときによっては単

なる雑談Ic終ってしまうという乙とである。

けれども，ょくし、われる，諸科学の「連関性」と

「統一性Jとを念頭におくとき， ζ のような多領域

にわたる研究会の意義をいちがいに否定しさる乙と

はできなし、と考えている。自分の専門的な仕事上

でのある種のゆきつ司まりや惰性化は，他分野lとおけ

る 「蓄積JIc触れる乙とで，ときとして打開される

ことも革新される乙ともあるかもしれなし、。また，

もろもろの知識は，表層では互いに孤立し無関係で

あるよう lとみえるが，深層では共通の「根」で つな

かっているともいえよう。

同一分野Ic限った研究会でさえも，ともすれば形

骸化するおそれがある。ましてや，異分野間iとわた

る研究会を実質化する Icは，メ ンバー相互間Ic相当

程度の忍耐や努力が必要となり，なかなかシンドイ

乙ととなる。にもかかわらず， 他者の仕事の理解や，

それを通して透けて見える他者の人格の理解は，自

分の仕事や生活の位置づけをはっきりさせてくれる

のではないかとおもいつつ，乙の研究会の持続を願

っている。

ともあれ，世話人の一人として，人文 ・社会科学

研究会Ic，具体的な形での教育 ・研究上の「共同成

果」をひそかに期待している。

(大野道邦・記)
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一特集 2・教養部内研究会への招待-

E.シュタイガー『ゲーテ』研究会

エー ミール・シュ タイガー著『ゲーテJ (1952-

59，全 3巻)は，乙 ζ半世紀聞のゲーテ研究ILそび

える金字塔と呼び得るばかりか， ドイツ文芸学が生

み出したまさにモニュメンタノレな作品研究だと言え

よう。同書はしかし，余りにも浩潟なためか(全巻

合わせて1ωo頁Ic及ぶ)，刊行後四半世紀にもなる

というのに， ヨーロッノマはもとよりいかなる固にお

いても未翻訳という状態にあった。われわれドイツ

語教室のメンバー十数名か，他学部及び学外からの

参加者も含め，乙の大著の翻訳iζ取りかかったのは

昭和48年初夏の乙とであり，以来 9年Icわたり毎土

曜日欠かさず研究会を開いてきた。また，毎週の乙

の研究会Ic加え，夏Icは信州で一週間ほどの 「合宿ー

も行なってきた。

文学的テキストの翻訳は，そもそも甲の言葉を乙

の言葉κ機械的に移し替える， といった単純作業で

はない。それは，原文そのものの解釈を必然的に内

在させる複雑な過程なのである。ただし，複雑とは

いえ，それは厳密な意味での創造の仕事ではない。

翻訳はそれゆえ労多くして報いの少ない作業なの

である。

と乙ろで，われわれの仕事の進め方であるが，い

きおいそれは参加者全員による共訳という形になっ

た。各章の担当者が読み上げる訳稿を全員がー句一

句検討するという方法で仕事を進めた。したがって，

それは一般に行なわれているような2 共訳という名

の分担訳では決してなし、。だがそのためIc， もとも

と厄介な仕事カもわれわれの場合いっそう辛く，ま

た進み具合も遅々たるものとなってしまった。一一

いうまでもないが，訳文もまた文体である。文体は

「我自身!Jから成る。そして他者にこの「我自身

! Jをいわば押しつけ，それを読ませるととろに文

体の真髄がある。これに反し，共訳という仕事の進

め方は I我自身 !JIL対し自己否定を要求する。

われわれの翻訳は， まさに乙の相反する原理の，え

も言われぬ微妙な均衡，二律背反の均衡から成り立

つ，他Ic類例のない実験，参加者にとっては乙の上

ない切援琢磨の試みであった。それはさだめし， I我

自身!Jにのみ生きる人にはおよそ縁遠い，魅力な

き仕事であったろう。長年にわたり乙の作業を継続

し得たのは，訳者全員K共通する関かれた心と，何

よりも原書のもつ汲めども尽きぬ魅力のたまもので

あった。

今回の「合宿J (8月2日-6日)でわれわれは

全巻の下訳を完了した。第 3巻の「著者あとがきJ
をいつもの方法で検討しながらしきりとわれわれの

胸Ic迫ってくるのは，乙の七面倒臭い仕事を途中で

放棄する乙となく，よくも最後までやり通す乙とが

できたものだ，という深い感慨であった。 10年とい

う歳月は長い。その聞にシュタイガー研究会を中心

とする生活のリズムが生まれた。シュタイガーで始

まり， シュタイガーで育った「世代」も生まれた(か

くいう私もとの世代 Ic属するものである)。ま

た乙の問Ic他校Ic転任した同僚も少なくないが， シ

ュタイガーの鮮はいつまでも切れる乙とはなかった。

シュタイガー『ゲーテ』研究会の仕事は乙の通り

現在収束段階lとはいっている。既Ic上巻はとの春上梓

された。(人文書院刊D。目下中巻の印刷中であり，

残るは下巻の編集の仕事のみである。訳者の一人と

してこのようなことを言うのはおこがましいが，文

学のみならず，文化というものK関心をもっすべて

の人にぜひ一読を勧めたし、。というのも，まさしく

ドイツの，.いやヨーロッパの精神がとれまでに経

巡ってきたすべての領域，体験してきたすべて

のものが， ζの書の中にある，と言っても過言でな

いと思えるからである。(木庭宏・記)

AκIRA会
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編集の前に編集者(長)あり。乙んな表現が実際にあるのか知らないが

(ーそういえば，英語の動詞巴ditは名詞 editorからの back-form-

atlOnなのだ ) ，雑誌，同人誌，新聞等々，編集長の個性と力量がこれ

ほど要求される世界もなかろう。しかし，編集の仕事は労多くして報われ

る乙との少ない文化活動といわれている。当教養部iζ も講義・研究と毎日

忙しいなかを名 editorとして活躍されている方々がいる。創刊時のエピ

ソード，編集上の苦労あるいは今後の抱負などを‘激臼'していただいた。

同人誌「近代 lについて

本田 烈

「近代」を語り得る人としては，伊藤正文さんをおいて無し~しかし今

や教養部の人ではなし、。そ乙を多少の筋ちがいを承知の上で， しかも上海

へ集中講義にゆかれる直前の御多忙の中を，執筆をお願いした。すでに知

る人の少くなった創刊当時の，貴重な記録である。感慨である。

私はといえば，昭和40年ζろからか，たまたま会計や編集などのお手伝

いをし始めたのが，続いて，今の如き立場になった1<::過ぎない。

なお， 56年7月末現在で， I近代J発行会会員総数は85名，そのうち学

外会員は 5名，すべて教養部IC居られた方である。会費は 1人年間 12，000

円徴収は経理掛IC毎月お世話になっている。学外3 他学部の方からは直

接いただいている。会計の面倒は仏語の枝川昌雄さんにお願し、している。

発行部数はふつう毎号 300冊，他大学等の寄贈先は55軒。 I近代」発行会

総会は不定期だが， 2 ~ 3年1C1度，会計報告や特別講演や合評などの内

容でひらかれる。

近く，パックナンバーを整理して，検索1<::便利なように何処かに並べる

予定である。

「近代」創刊のこと

伊藤正文

「近代」は1952年(昭27)12月1<::創刊された。来

年の12月が来れば，めでたく満30周年を迎えるとい

うζとになる。 I近代」は昨年度末1<::56号を出した

から，年約2冊のペースである。

のは，同年の夏前であったと記憶している。その話

の火付け役は私であった。当時は敗戦後のひどい窮

乏と混乱期をようやく脱して，生活的lとは必ずしも

楽ではなかったが，会費を出しあって自分たちの雑

誌をもち，各々の発言の場にしたいという空気がは

ぐくまれつつあった。

「近代Jという文化同人雑誌をもとうという話が

神大の文理学部文科の若い教師たちの聞で起乙った
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1952年といえi記前年iと日米安保条約が調印され

たのが発効し， メーデ一事件が起ζ った年である。

文学書では武田泰淳の「風媒花J，野間宏の「真空

地帯」が出，杉浦明平の「ノリソダ騒動」が「近代

文学JIC連載されていた。庄野潤三安岡章太郎，

吉行淳之介ら所謂「第三の新人jが活躍を始めた年

でもあった。戦後より始まった諸価値への閉し、かけ

と倹証が一応終わり，各分野で新鮮な業績が生まれ

始めていた。

当時，神大の文理学部文科は，制度的lζは専門と

教養の別なく単一の教授会によって運営されていた。

研究室も 4人同室であったが，阪神御影の学舎(現

御影工業高等学校)の同じ階層lζ並んでいた。住宅

事情の関係からか，若い教師(講師，助手)たちは

毎日のように，研究室iζ詰めていたから，意志の疏

通や会議ICは便利である。文化同人雑誌の話をもち

出すと，割合簡単1<::賛成してくれた。中でもK氏が

「お前がやる乙とは何んでも賛成するから，思いき

ってやれ」と言ってくれたのは大変嬉しかった。話

が大体纏って趣意書を書いて同人を募ったと乙ろ，

その趣意書の中iζ先輩諸公の「乙鞭縫をお願いする

云々」の文言があるのを K氏(乙のK氏はさきの

K氏とは別人)が見空会めて「君は誰lζ鞭縫して貰う

つもりだ」と詰問されて閉口したのも，鮮烈な思い

出として残っている。その言葉は旧人や旧体系lζ依

存しないで，新しい価値の発見lζ努めていた当時の

青年たちの客気をよく表している。と lとかく修勃た

る気象が立ち乙めていた乙とは事実である。

さて，会費(同人数は約30名)を集め，原稿もほ

ぼ揃い，印刷にかかろうとして，最初のそれも最大

の困難IC出会した。印刷所と印刷代の問題である。

当時は学術雑誌の数も少く，同人誌は殆ど謄写刷り

であった。活字を多く持った名のある印刷会社は限

られていて，われわれのような小部数の雑誌は相手

lとしてくれないし，相談ICのってくれたとしても印

刷代が非常K高く，とても負担IC堪えない。刑務所

の印刷は低廉ではあったが，活字や組版及び納期iζ

多くの難点があって，なるべく町の印刷会社IC頼み

たかった。印刷代は刑務所並みで，印刷技術は一応

の水準をと，望んでいたから難渋するのは当然であ

る。

八方塞がりのと乙ろ1<::，想、わぬと ζろから援軍が

現れた。昨年退官された浜田泰佑氏が，自分の後輩

で今夏から姫路の郊外で印刷屋を始めたのがいる，

不馴れだけれども関庖の信用にもなるから印刷代は

安くする， と申し出られた。全く渡りに舟で早速お

願し、した。その印刷屋は春秋社といい，社主の米田

氏は姫路の新聞IC小説を連載された乙ともある文学

青年であった。米田氏は何人かの友人と共同で印刷

業を始められたと聞く。私と年齢は余り違わなし、か

ら，当時は30歳の頃であろう。恐らく草創の意気1<::

も燃えていられたのであろう。かくて管勃の気象と

草創の意気が合体して， I近代J創刊号は出来上っ

た。内容的ICも些かの自負はあるが，体裁は仲々の

ものである。印刷 ・製本とも当時としては立派であ

り，同人雑誌の中では上位κランクされるであろう。

私は今でも，米田氏が安い印刷代で難しい学術性雑

誌の印刷を引受けて下さった乙とlζ感謝している。

もしあの時，米田氏の引受けがなければ， I近代」

は解散しないまでも，創刊の時期を大幅に遅らせて

いたはずである。

「近代」という誌名は，比較的簡単に決まったよ

うに記憶している。命名理由の一つは，当時の空気

として学術研究といえども，現実と常lζ接，点を保つ

乙とが要請されていた。それに否定する iとせよ肯定

するにせよ， I近代主義J1<::対する真撃な問い直し

も当時盛んであった。竹内好の「日本イデオロギー」

が公刊されたのも昭和27年の ζ とである。その二は，

乙れは簡単であって，文化雑誌である以上，文学同

人雑誌のような青臭い名前はつけられないという乙

とである。大体以上の二つで誌名が決定されたと思

うが，要は名前ではなくて内容であるという気持カミ

命名を子間どらせなかったのであろう。

終りに倉IJ刊号の内容一覧を掲げておく。

論文ー…「ホメロスの視覚性」小川政恭。 I大岡

昇平『野火』論」楠道隆。 I西鶴の翻案小説lζ つい

て」笠井清。 Iローレンスのユートピア」二宮尊道。

「エドガア・ポオとその時代」前野繁。 Ir狂人日

記』論」伊藤正文。 I歴史小説について」小島輝正。

書評ー…「アランのカント論」井上庄七。

ニュース・雑文・・・・・ 「ボードレーノレの小説」小島

輝正。 I日本の知識人の平和運動」・「農村の実態

報告J長倉保。末尾1<::I編集のあとがき」

体裁 .....8ポ2段組(一部3段組)， 60頁。

(文学部)

近代
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Kobe Miscellanyについて

Kobe Miscellany とし、っても，教養部では知ら

ない人が多いであろう。誌名が「ミセラニー」だか

ら「ミセラレネー」というわけでもないか，他学科

の人々にはほとんど全く配布していないからである。

しかし英米文学関係者の間では，全国的lとかなり名

の知れた雑誌である。

乙の雑誌は神戸大学文学部 ・教育学部 ・教養部の

英語教官で組織する神戸大学英米文学会によって発

行されており，今春第10号が飯盛亨 ・竹内義郎両教

授退官記念号として出たと乙ろである。誌名が英語

なので，英語の論文ばかりで構成されていると思う

人があるかもしれないが，実際は日本語で書かれた

論文も多い。また書評や英語教育論などが載った乙

ともあり，誌名の通り mlsc巴llaneousな内容の雑

誌である。本誌は会員の毎月積み立てる会費Icよっ

て刊行されており，編集には文学部の宮崎芳三教

育学部の辻元一郎，教養部の森晴秀の諸氏と筆者が

当っている。

乙の雑誌は創刊されたのが昭和34年7月のととで

あったが，当時筆者は文学部の助手として編集の下

働きをしていたので，現在では英語教官の間でも知

らない人が多いと恩われる創刊当時のエピソ ードな

どをこの機会K少しくわしく記しておきたい。当時

の編集委員はすべて退官，転出3 または物故された

し，現在の会員名簿を調べてみて，筆者以前IL着任

された方が35名中3名だけになっているのを発見し

たからである。

神戸大学では昭和24年の新制大学発足後間もない

頃から，英語英米文学関係の教官が 2カ月 Ic1度ぐ

らいの割合で集まり，研究発表を主とする例会を持

っていたが，その発表を活字Icしようという気運が

盛り上ったのは昭和32年頃からであったらしい。筆

者が大学院に籍を置きながら，アルバイトの形で英

米文学科の助手を勤め始めた昭和32年9月ILは，編

集委員もきまっており，原稿募集iζ入ろうとしてい

た。

最初の編集委員は，文学部の山本忠雄 ・谷口陸男，

御影分校の浜田政二郎 ・米国一彦の諸氏で，特Ic米

国教授が熱心IL動いておられた。しかし執筆者を教

官K限るか，卒業生も投稿できる同人雑誌にするか

という雑誌の性格Ic関する根本問題でなかなか結論

が出ず，原稿募集の手紙を発送したのはその年の暮

であった。翌年3月Icは会員の手持ち原稿有無と誌

名などのアンケートをとり，投稿希望の回答のあっ

一浦常司

た人々には 5月lとあらためて執筆依頼状を出すとい

うスローモーぶりで，結局原稿が集まったのは昭和

33年の夏休み明けであった。最初の意気込みでは，

編集委員が原稿IL手を入れたり，採否を決定する乙

とになっていたが，実際Ic集まった原稿Ic目を通し

てみると，そうもし、かない乙とか分った。山本教授

も原稿に手を入れようとしたのは騎虎の勢いであっ

たと言われ，最初の編集委員は原稿を集めただけで

1号も出さずに総辞職した。

昭和33年12月Ic改選が行なわれ，御影分校の米国

一彦 ・二宮尊道 ・山田祥ーの 3氏が新しい編集委員

IL選ばれた。そして編集会議の結果，集まっている

原稿を書法だけ統一して，そのま、掲載する乙とに

なったのである。誌、名は会員からのアンケート をも

とに編集委員会で相談した結果，文学部の神津東雄

教授の Kobe Miscellanyを採用する乙とになっ

た (KM第8号の編集後記K山本忠雄教授の命名と

あるのは間違し、)。また表紙Ic用いられている

Ko be M iscellany という題字は，印刷l屋が3種

類ほど作って来たものの中から，余り気lと入らない

ながらも， 一番ましなものを米田教授が選ばれたの

である。第 1号Icは米田教授の書かれた「あとがきJ

がついており，編集委員の頭文字をとったN.Y.Y. 

という署名lとなっているが， 乙れは「なかなかよう

やっとる」という自画自賛の略でもあった。

第l号が出てからでも， 乙の雑誌の性格について

の議論が何度もむし返さ札第2号が出るまでに 4

年かかっている。結局同人雑誌ではなくて同僚雑誌

だというふうなと ζろに落ち着き，現在IL至ってい

る。また乙の雑誌の基礎であった例会は近ごろ非常

Ic低調であるが，雑誌の方は，例会が盛んであった

頃よりもかえって順調に出ており，今のと乙ろつぶ

れ る 心 配 は な 宗 そ う で あ る 。 ( 英 語 )
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神戸大学ドイツ語教室干IJIドイツ文学論集J

昨年秋の教養部広報第57号Icドイツ語研究室から

の報告をしたが，その中で私は「すでに両分校時代

から研究会と称して毎月神戸と姫路を交互に訪れ，

いつかは自分たちの研究発表機関をと， とぼしい給

料からの積立ても始まっていた」云々と書いた。乙

の研究誌には表ILrドイツ文学論集J，裏表紙iζ は

Beitra'ge zur Germanistik という表題がつく

乙とになり，乙の「広報J59号がみなさんのお手も

とにとどく頃iζは，第10号発刊のは乙びiとなるはず

である。今日は乙れについて報告する。

先ず， 1965年初夏という日付けのある第 1号の編

集後記をみると， ζ うある ー

「私たち神戸大学教養部ドイツ語教室の一同が月

例のドイツ文学研究会を始めたのは今から 4年前，

1961年夏でした。当時は御影と姫路に分校が分れて

いて，互いに話し合う機会の少ないのも淋しいし，

夫々閉じ乙もって研究するより皆で切磁琢磨し合お

うという ζとで，毎月最終土曜日 iζ御影と姫路IL交

替iζ全員が集って研究会をもっ乙とにし，あるとき

は各々の研究成果を報告し，あるときは詩や小説の

輪読をしながら，それをもとに活発K討論をかわし

て来ました。とりとめのないおしゃべりに過ぎた ζ

ともあれば，議論が沸騰すると何時はてるともない

文学論が深夜のパーにまで持ち乙まれる乙とも屡々，

毛色の異った連中の間での議論は乙よなき刺戟の場

で，互いの文学観の相違を確認し合いながらも，自

ずと視野も広がって行ったようです。電車で片道一

時間半もかかる御影と姫路での研究会が 4年間殆

んど欠かさず続けられたのも，会員夫々がそれなり

にとの会を大切にしたためでもあったのでしょう。

〔中略〕乙れからもずっと続けて乙の会を育てて行

きたいと一同思っていると ζろです。

昨年10月両分校が神戸鶴甲山Ic統合されたのを機

会Ic，積立てた会費で懸案であった論集を出そうと

いうととになりました。いろいろと困難な障害があ

りましたが，殆んど全員の原稿が集り，とく lζ三木

正之氏からは，はるばる留学先のチュ ーピンゲンか

ら航空便で原稿がとどき， 乙乙 lとやっと実現の運び

となり，一同感激一入といったと乙ろです。誌題を

「ドイツ文学論集， 1965Jと大上段lζ振りかぎして

つけましたが 4年間の研究成果を報告するという

わけではなく，エッセー もあれば覚え書も紹介もあ

りで，千差万別私達の研究会のささやかな会誌と

いうのが正直なと ζ ろです。しかし ζの研究会を続
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けながらやがてはもっともっと充実したものをとい

う意気込みの一端と思って頂きたいのです。忌憎な

き御批評をお寄せ頂ければ幸甚です」

とれは，現在京都府立医大の教授である山本尤氏

の筆Icなるものであるが，今読み返してみて発刊当

時の雰囲気がよく出た文章だと思う。ささやかなも

のではあれ「自分たちの研究誌Jのもてる乙とか実

にうれしく，誌題をどうしょうか，鶴甲の甲をとっ

て"Helm"としたらどうか? いや Helmではイ

メージがよくなし、から "Kraniche " (鶴たち)では

どう? Kranicheね ，いっその ζ と瀬戸内の島

とへノレダ ーリーンの詩Ic因んで， " Archipelagus" 

(多嶋)としゃれたらどうか? いや，たしか同じ

名前の同人雑誌がど乙かにあったぞ ーなどと議論

百出，結局平凡極まる表題IL落ちつき， しかもわれ

われの資力では毎年出す乙とはおぼつかないから，

出た年の年号までを入れて表題としようというとと

で， Iドイツ文学論集 1965Jという ζ とに決った

乙となど今楽しく想い出されてくる。その全部で

146頁の第 1号の内容は

ニーチェ研究の姿勢一......……........大河内了義

ワーグナー・ノート…・・・・.....……-三光 長治

へルダーリンの詩"ハイデルベルグ"…戸国 政雄

クライスト「チリの地震」のー解釈ー…得津伸三

ドイツ語教師とゲルマニストー .......岡村 弘

ホーフスンスターノレ考 ー……ー …....池内 俊春

形式lζ おける実験と伝統

G・ベンと J・ヴプインへーパ一 一・山本 尤

G・アイヒの詩解釈… '.……ーー…-ー新保 勝夫

ルカーチのカフカ論一刻訊とノー卜一一菅谷規矩雄

G・グアノレディーニの歴史性の理解について

ーリルケ論を中心として一………小総原千里

ハイデッガーの「ニーチェ」 ・覚え書きと抄訳

ーニヒリズムと存在の歴史 …・・ 三木 正之

350部印刷したようK記憶している。

その後，われわれのカでは 2年Ic1回くらいが適

当ではなかろうかという話Icおちつき， 1967年lζ第

2号が出，ぽつぽつ第 3号の原稿をと考える頃Ic，

神戸大学全体，とりわけ教義部は，日本中を荒れ狂っ

た大学紛争に見舞われた。 21時間Ic及ぶいわゆる

「大衆団交J，学舎封鎖，そして学生委員を中心と

する教官の誠意をつくした度重なる説得(教授会，

評議会へと，学生側へとの両方)も実を結ぶ乙とな

く国家権力の出動を要請しての封鎖解除 I大学正
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常化」という一連の動きの中で， W・フンボノレ卜流

の大学の観念である 「研究と教授Jの2本住が2本

とも大ゆれにゆれた。その辺の消息は第3号の編集

後記に諮ってもらおう ー

「のびのびlとなって，やっと日の目を見た次第で

すが，本号は， iドイツ文学論集」という表題fLふ

さわしい ものではなし、かも知れません。が，大学紛

争以前le出されたわれわれの雑誌の第2号「ドイツ

文学論集 1967Jという表題を，便宜上そのまま踏

襲する乙とにいたしました。

新しい名を冠して，その名のもとfL何かを書く，

或は 書かれたものをまとめてそれlζ何か名を冠す

る，とし、うことに，われわれのメンバーは，一種いい

ようのない含差，といったものを抱いているよ うで

す -…〔中略〕当初われわれは， 少く とも2年K1

度は全員の者が何かを書く， という約束でとの雑誌

をつくったわけですが，約束した人たちの多くは神

戸を去り，代って新 しい人たちが神戸fL来ました。

その間，大学は荒れ狂い，多 くの人たちlととっては，

従来のような考え方で従来のようにものを書く乙と

が不可能である乙とが決定的になりま した。そして

更に決定的な乙とは，不変の学的信念le貫かれてい

る人たちですら自らの普遍性を失って，単に 1つの

立場にすぎなくなったという乙とではな いか，と思

われます。

われわれは，乙ういう状況に置かれたとき，誰も

がするように，自分自身の経験K立ち帰って，それ

を検証 し， そとから共同の経験le向って出なおして

いく，そういうようにするよりほかはなかったので

す。

前号を出した1967年以来5年の歳月が過ぎました。

ものを書くにはそれ相応の熟する時間が必要だとは

いうものの， 5年の歳月は決して短くはありません。

その間しばしば本号のために原稿を募集いたしまし

たが，再刊までにはいたらず，集った小数の人たち

の原稿はやむなく他の雑誌に掲載されましたー..

〔中略) 0 1973年春。J

その復刊第3号の内容は次のようなものだった。

独自的断想...............… 一...…-池内俊春

シラーの歴史理論とフランス革命序説1

神代尚志

カフカ短篇考 -一・ ー ……ー…三木正之

フランクフルト ・オーデJレ・・・…目 得津 伸三

G・ビューヒナ ー「レオンスとレー十」

のための覚え書き ー ーー -……一 吉安光徳

伊藤静雄とリノレケの場合………... 小総原千里

W・ハーリヒ著 ハイネとドイツ古典哲学

の革命的意義ー・ ・ーー........-...ー 森良文訳

一特集 3・ユニークな定期刊行物ー

ウサギとピラニア
M. lbuse Der Schwarze Regen 

(lu2Kap) 

<ibersetzt von Ryogi Okochi 

編集子のいう「自分自身の経験le立ち帰ってそれを

検証し」とい うζとになったかと1 うかは別として，

論文lとせよ，翻訳にせよ， そ乙lとより明確な主体的

アプローチという姿勢はうかがわれるように思う。

その後，教室の人数も増え，年刊でない乙とから

起る不都合さなどもあったりするために， 1975年以

降は年iL1巨|の刊行とし(そのため，及念ながら費

用の半分を公けの研究費から支出する乙とを余儀な

くされたり，また途中1973年K三木正之氏が文学部

iζ移ったため版元も神戸大学教養部ドイツ語教室か

ら神戸大学ドイツ語教室 (UniversitatKobe ， 

Deutsches Serninar)へと変わったりした。

10号15年の歩みの聞には，亡くなった人，定年退

宮された人，他大学fL移ったりなどした人，新たκ
来た人，また1977年以来加わった ドイツ人同僚など，

ゼミナールのメンバーにかなりの異動があり，各人

の志向もさまぎ.まである。また乙の研究誌発刊当時

と比べると現在では研究発表のための機関は他leも

多くある。あれや乙れやを考える と， マンネリズム

fL陥らないためには， ζのあたりで今 1度本気で考

え，揮を締め直すべきときが来ているのではなかろ

森 晴秀
国際文化交流託、 「道J編集主幹

f

、
ふぺ

町内V
ザ
ぞ

斜
句野

うかと，私は思う。 (独語)

ケ唾1511

「働きパチ」が「ウサギJ1(変身して，小さな小

屋に閉じ乙められたかと思うと，今度はキツネ， コ

ブラ， ピラニア， ワニ， リス， etc.，全部で32種類

もの動物1(姿を変えるという忙しさである。

日本の防衛を米市民が自分の生命まで代償にして

本気でやるか否か。へーゼノレ ・カーン博士(心理学)

とやらが，米市民の意識謝査を行なったとき，彼ら

が日本人をどのような動物le見立てるかという問い

に対する回答である。(朝日新聞 81.6.27 ) 

「アイディアをひったくり持ち逃げするからJ(キ
ツネ)， iチャ ンスが来たらわれわれを食い尽くす

だろ うJ (ピラニア)， iそっ としのびより，襲う

瞬間まで観察しているJ (コブラ)， i世界中を走

り回り，巣1(つめζめるだけ，手iζ入れられるもの

をすべて集めてしまうJ (リス)， 

乙の調査結果K対する新聞の論評lζよると，米市

民の意識の背後iζ 「カミカゼJ， iパーノレハーパーJ

が根強く残っており， 経済的な手ごわいライバJレと

して日本が復興したととによって，ふだんはおとな

しいが，ど乙か不気味で，背後からしのびよるとい

う旧日本のイメ ージが改めてかき起乙されたのだ。

一人立ち した子どもを他人として，大人として突

き放なす。大人1(なったのだから，自分の乙とには

責任をもて。だから自分の国の防衛は自分でやれと
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いうのが米国の考えら しし、。しかし極東の最前線とし

て日本を位置ずけ，米国の防衛のために日本を使う，

米国が戦わねばならないのな ら，米本土ではなく外

国の領土で戦った方がよいとい う考えがある一方で，

その子どもが強くなりすぎて親を脅かすのもごめん

ζ うむるという，矛盾した心理が乙の調査にも表わ

れていた。要する1(，表面はお人よしの米国人は，

腹の中では日本人を信用していないという乙 とがは

っきりしたのである。もっ とも米国は与論操作の上

手な国，関係機関の望みによっては， かなりの方向

づけができる乙とを忘れてはなるまいがρ 蛇足なが

ら，米国がいぎ。とい うときに日本を助けに来てはく

れないのだから軍備強化le向けて挙国一致せよと

いう のは日本政府と企業の愚鈍な論理， あるいは幻

想。焼土と化した日本か，元も子もなく してしまっ

た歴史的事実を彼らは思い出そうと しないのである。

敵を作らぬ努力というのもある筈だ。

ととろで，日本のお家芸は敵を作らぬ八方美人，

全面外交， i和」の精神とかによる平和の旗手 (今

度は金→意円也を出すとか出さぬとか)，相手の心

を傷つけぬ腹と腹とのかくし芸， ζれではなかった

か。

しかし敵を作らず，自由自在le世界とつき合うた

めには，相手の腹が完全に読めていなくては，ツー
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カーというわけには参らない。しかし因った乙と IL，

先方は言葉と論理， 乙ちらは寡黙と情緒。 乙れでは

意志の疎通は望むべく もなし、。相手が言葉で攻めて

来たとき，黙っていたのでは相手の主張を認めた乙

とlとな る。 相手I?:乙ちらの腹は通じない。おまけI?:

今度の調査でも分かるよう IL，相手は巌初からζ ち

らを信用していないと くる。

たとえば「働きパチj。働かねば給料 も上らぬの

は米国の方。毎年数編の論文を公表し，数年1L1-

2冊の著書を出さなくては，助教授は絶対に教授に

ならないし，従って給料も上らない。上司の思い通

りに働かねば直ちにクピ。封建的秩序の中で勤勉を

強制されているのは先方の方で，昼寝しているだけ

で給料も上がり，無事I?:停年も迎えられるのは桃源

郷日本という因。

日本人が働きすぎるから時間当たりの人件費か安

くなり，安い製品を輸出する。働きすぎの結果が欧

米の市場を圧迫する。だからもう少し休息をおとり

Kなってはし、かが， と親切な心づかいを外国がして

くれたとき，大きなお世話だ，働きすぎはお前の方

だと米国をきめつけた新聞や評論家，政治家，実業

家がいただろうか。日本の労働賃金が安いのは分か

っている 。しかしとれとそれとは別の話。

たとえば「ウサギ小屋J0 1キロ平方当たりの人

口は，米国21名， 日本280名。米国のリビングルー

ムーと部屋の中IL，日本の 3LDKがす っぽり入っ

てしまうとともしばしば。第一，カリフォルニアの

中I?:日本が入る。 I方丈Jという狭まい空間の中か

ら乙そ，茶道，華道，書道， f単，俳句などなど， 日

本の精神文化を代表する文芸，宗教が生まれたのだ

と，なぜ日本のマスコミは大いばりで世界IL反論し

なかったか。

のんびりとゆとりのある家K住む。国民全体が一

人残らずそんな境遇iとなるというなら文句も云うま

い。だが 「働きすぎ」という批評 直ちに週

休 2日制。土 ・日休んで家庭サーヒース。収入はその

ままで，疲労と出費が倍増した。 Iウサギ小屋」一一

ホイ来たとばかりに公団は起豪華な公住マンション。

私どもには手も出ません。あれよあれよという閉も

あらばとそ， 日本は官民一体， ζぞって外国からの

批判をおし頂き，時間と空間を拡大するためiとあ く

せく働いたのではなかったか。

閑話休題。ライシャワー駐日大使離日の弁は，1日

本の大臣を含む政治家で，私と一対ーで英語で議論

できる人は一人もいなかった。もっ と英語教育iζ本

腰を入れな くては」 であった。日本語が国際語でな

いのは残念だが事実である。 相手が無言の腹で来な

いのな ら，相手I?:日本の複を示すには， 言葉という

相手の土俵で相撲をとるしか方策はない。相手を分

かり，乙ちらを分からせるには，言葉以外I?:伝達の

手段はないのである。 責IJではな くてペンなのだ。

手出しさえしなければ，いく ら激しい言葉のやり

とりでも，暴力ざたには発展しなし、。言葉のやりと

り，言葉I?:対する信頼は欧米のお家芸。それをとち

らに取り乙むしか方法はなし、。刀を抜けば負けだ。

物質文明の同化吸収とは違って，精神構造の違い

を乗り越えるのは困難だ。島国日本という立地条件

もある。しかしそれはわれわれの将来の努力κ関わ

るζ とでもある。語学修得という技術的I?:解決可能

な方法も現にある。一対ーで異国の市民が激論を交

わし，友達iとなり，その輸を広げる乙ともできる。

異邦人でも親しくなれは最少限の言葉で腹の中も

分ってくるし，第ーに連帯意識も生じて くる。信頼

する友人の乙とを， Iピラニア」だとか「コプラ」

だとかののしる人聞がど乙 I?:いよう。

理想主義呼ばわりをされるのは覚悟の上で始めた

のが，文化交流誌「道J (発刊1978。山白書庖)で

ある。プ リンストン大のアーノレ・ マイナ← (日 ・英

文学)， ロンドン大のチャーノレズ・ダン(日本文学

・日本学)という海外編集者，同僚の風呂本武敏，

渡辺孔二，西光義弘という協力者を得て，現在では

英米以外I?:アフリカ，エジプ ト，西独からも投稿原

稿が来るようになった。

政治，企業，学界レベルの交流計画ではカバーで

きない市民レベルの草の根交流が目標である。日常

生活，外国人との接触による体験， 日本人・日本文

化，外国人 ・外国文化の分析など，折I?:ふれて気づ

いた乙とを気軽に投稿して頂ければ幸せである。日

本語，英語を問わない。(問い合わせ先・森研究室)

(英語)

一特集 3・ユニークな定期刊行物-

a bridge Kansai Time Out 

Dave Jack 

Kansai Time Ou七is an English language mini-communica七ionpub1ica七ionwhich presen七s

information and views about七heKansai. It is prin七edmonth1y on Port Is1and， Kobe and 

distributed七o resェdents and touris七sln七heKeihanshin area. The articles are organised 

on a seasonal basis and emphasize information about fu七ure events. The magazine contains 

sections on ar七 cinema，music， theatre，七ravel and group programs. 

The first issue was 4 pages pub1ished in Osaka in March 1977. From August 1977 pub-

1ica七ionmoved七oKobe. From Oc七.1977七he size increased to eight pages and May 1978 to 

12 pages. From Oc七ober 1979 we changed the format七o the American A4 sエzeincreasing the 

number of pages to 24. Co1or was in七roduced for the f工rs七七imein May 1980 and fu11 co1or 

in December of七he 8ame year. A七七he same time the number of pages became 32. We have 

fo11owed a po1工cy of slow bu七 steady deve10pmen七 in order to use our resources carefully 

and七o give an工mproving 工magetつ our cus七omers.

We aim for a clear uncomplicated style since we estima七e七ha七at1east ha1f of our 

readers are not native speakers of English. But wha七is七he j us七ificationfor pub1ishing 

an Eng1ish 1anguage magazine in Japan? Why is there a need for such a pub1ication? 

The answer 1ie8 among a conjunction of fac七ors. Firs七1y，七hedifficu1七iesWes七erners

have in rapid1y acqu工ring a reading know1edge of Japanese and therefore of get七ing infor-

ma七ionfrom the vernacu1ar press. Then there is the Ila1ienation" of 1iving abroad in a 

1arge conurba七ionwhere modern transportation and high inner city rents have "spread" 

peop1e ou七 overa vast area. Third1y， comes the disparate nature of the communicat工on

pa七terns between foreigners which are a b1end of the ne七work七ypeand七he communi七y 七ype.

These different "ne七works"or occupation groups are businessmen， missionaries， dip1o-

( I道」誌の発刊や外国人に剣道を指南するなど

日本文化の紹介と国際親善IL貢献した功績一一剣と

ペンの二万流?ーーにより，本年 3月森晴秀氏は，

フランス総領事アンドレ ・ブJレネ氏とともに神戸ロ

ータリークラブから表彰された。編集部)

ma七ic staff， teachers and trave11ers. There are a1so nat工ona1i七y ne七works. Last1y， an 

increasing number of Japanese having 1ived abroad find readjustment in Japan difficu1t. 

They can make contac七七hroughK.T.O. wヱ七h the same aspec七s of 1ife they 1earnt to appre-

ciate abroad. Thus the readership is very diverse. It ranges from new arriva1s 七o 1ong-

term residen七s;yong and old; Japanese and 七ourists. 30me readers read on1y a sma11 sec-

tion; others read every word. 30me七o improve七heirEng1ish; others to make contact with 

七heir interes七s. In view of七his diversity of readership our slogan is : K.T.O. is a 

bridge between Japanese and non-Japanese 包主主旦i1'.且旦♀止主主斗且以土旦主 且旦主主旦担斗旦 2

musubu kakehashi desu). 

To mee七七heneeds of the readersh斗p，K.T.O. attempts七o bring European standards， 

e1itism; American energy and democracYi Japanese prin七ingtechno1ogy， qua1ity con七ro1，

sense of time， and group 10ya1ty. In this way we move towards "internationa1ism". 
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一特集 3・ユニークな定期刊行物

なんとなく「たうろすJ

一特集 3・ユニークな定期刊行物

三号誌と呼ばれて久し
一「兵庫のペンJ15号を出して-

風巴本武敏

遠い記憶で正確ではないか，学校を出たての頃le

東北を一人旅した乙とがあった。ロマンチックにも

の想、う年頃leふ怠わしく，名にひかれて弘前に下車

し城跡の散策を楽しんだ。桜lとはちょっと早い頃で

あったが，やわらかい陽ぎ しと濠端を行く和服の女

性の何とも言えぬ落着いた調和iζ見ほれたのを記憶

している。多分素敵な美人だったのだろうが，今日

では顔の輪郭などはぼやけて，その情景とそれに対

して感じた印象の快感だけが鮮やか1L残っている。

それから十数年へだてて，イギリス中部の中都市チ

ェスターでも似たような経験をしたととがある。中

世の城壁lζ囲まれ， ロウと呼ばれる二階造りの商庖

街を持つ ζの街の魅力は作家へンリー・ジェイムズ

も描いている。乙れら高度le文化的な中小都市はそ

ζlと住む人々の自足した落着きによって，街の魅力

をいやましている気かする。

1976年6月，十名ばかりの仲間が集まってロ ーカ

ルな特色のある文化誌を出そうと決心した時，各自

の胸の内には型はちがっても何かζのような自足し

得る地方文化への憧れが共通していたのだと思う。

詩人，教師，文化運動家，誰も余りお金leは縁のな

い者ばかりであったが，多くは何らかのサークル活

動に参加し，身の囲りに一定の仲間をかかえている

強味があった。

当初は百名位の賛助会員を基礎lζ1500部発行の

季刊誌として構想し，ローカルな話題と毎号特集を

組む方針でのぞんだ。また発刊の趣旨としては，な

るだけ広く誌面を読者l乙開放するが，一つの性絡づ

けとして，平和と民主主義と科学的態度を重視する

乙とにした。 ζれは予想される論争について最少限

のワク組と して考えたものである。

15号まで来た特集については，以下のようなテー

マが並んでいる。兵庫の文化運動戦後30年. 1930年

代の兵庫県に於る弾圧と抵抗兵庫と国際交流，兵

庫の若者，子供の非行問題，闇市の記録，消費者運

動，都市開発，過密過疎，県下の戦時中等教育など。

ζれらleついては大方の批評は着服点はまずまずだ

が，突っ込みがまだまだ不足しているという批評で

ある。ただ，以下に述べる記事をも含めて，乙の雑

誌の特色は未熟ながらも自分の足で歩き自分の目で

確かめた乙とを書く乙とにあると信じている。

5年の歳月はしかしながら，編集委員個々人や雑

誌の誌面そのものに幾つかの変化をもたらしたのも

否定出来ない。余儀ない事情で委員を辞任主れた方，

新らしく加わっていただいた方などの交代で，当初

からのメンバーは三人だけになった。勿論乙れは成

長ととるべきで，当初はゼロであった女性委員が今

日ではむしろ主力部隊として活動していただいてい

るζ と，年令的lζ も若手が中心lとなりつつある乙と

など。また誌面lとしても，幾つかの定まった記事が

定着し，取材や版組みが安定して来たと言える。

姫路の木きり絵作者，岩田健三郎氏の絵と文は巻

頭を飾る人気シリーズであるし，花房健次郎氏の兵

庫文化メモは他le類のない視点から兵庫県の文化行

事を追跡して好評である。 小説をという要求がある

が，乙れは感動的な作品で適切な長さ(印刷費とも

からんで)のものの発掘がむつかしくレギ、ュ ーラー

の頁になっていなし、。その代りの読み物として，兵

庫の先行者という乙とで， 三木天返富井於菟，竹

橋事件の兵庫県殉死者，城ノブ，阿部知二，久留弘

三，孫文などを採り上げた。さらにレギュラー記事

としては個性的な活動の放に魅力的な女性を訪問す

る『インタヒeュー.J， I表現」の問題をめぐって，

創作方法を論じる作家・画家 ・音楽家 ・批評家など

の『対談シリーズ』などもある。とれらを通して編

集部のいささかの自慢はちょっぴり先見の明があっ

た乙とで，我々が採り上けtてからしばらくして全国

的ジャ ーナ リズムが問題にした幾つかのテーマや人

物がある乙とである。

相変らずの赤字財政で，未だle執筆者lとは無料奉

仕をいただいているが. 15号まで続いた余得として

ファンの方も現われ，原稿や広告や販売についても

少しづっ上向いていると言えそうである。ただ編集

委員の力量の飛躍的アッフ。はむつかしいのが今後の

最大の課題と言えそうである。

そして今日の時点で15号までをふり返れば，仮lと

もしも15号で廃刊して百万の赤字が残ったにしても，

編集委員の聞の友情，誌、函を支えていただいた方々

との交友， 乙れは失うととも消し去る乙とも出来な

い貴重な財産といえそうである。(英語)

詩と評論，それに小説などを載せている同人雑誌

である。新聞で 「同人昔、界一方の旗頭」と書かれて

驚いたり，あまりにも人目 le触れないので. I幻の

同人誌」といわれたりしながら，妙lζ永続きのして

いる雑誌である。さしあげると. Iへえー，まだ続

いているの ?Jという挨拶を受ける乙ともある。

昭和28年「ヴァイキンクコから分離して発足した「くろ

おベすJがそのはじまりであり，当時は井沢義雄教養

部長も参加していた。["くろおベす」は一同人の印

象的な死を契機として.36年. 43号でその幕を閉じ

た。その頃の同人はひとしく「雑誌の命運尽きるの

感を覚えた」らしいが. 38年lζ 「たうろす」として

蘇った。["くろおべすJ (泥棒)は，海賊「ヴァイ

キング」の向うをはってつけられたが Iたうろす」

(雄牛)は，ただなんとなくつけられたような気が

する。詩神ともいうべき昂(すばる〕の官女たちを

守って，金牛宮で巨人オリオン1L立ち向うtaurus

とζ じつけられな くもないが，むしろだらだらと続

く牛のよだれといった実感の方が強い。

「たうろす」は今年の六月1L44号を出したから，

旧「くろおベす」の発行数43号を越えたととになる。

しかし「くろベおす」が43号を出すのに 8年. Iた
うろす」が44号を出すのに20年もかかっている。そ

の創造的エネルギーの差はあまりにも甚しい。 I世

1<:: 惰性ほど持続力と推進力1L富み，かっ生産的なエ

ネルギーはない」と書いた発行人小島輝正の乙とば

(30号)が，案外「たうろす」永続の秘密を語って

いる。とくに27号から編集を引受けた川端柳太郎は，

乙の小島の意図を忠実le守って「す乙ぶる退嬰的な

編集」を続けている。なんとなく原稿が集まり，金

が集まるから出ているのである。["とくにエコール

としての主張はないJ(r日本近代文学大事典J) 
といわれるのはもっともであるが. Iいかにも神戸

的な都会性ある雑誌」といわれると，ほんとかしら

と面映ゆくなる。

同人数は現在26名，創刊以来多少の出入りはある

が，ほぼ乙の規模で続いている。当然の事ながら，

同人の平均年令は高令化しているが，不思議な乙と

Kいつも20歳代の同人がし、る。 30号 (49年)当時，

最高と最低の年令差が35歳であったのが，現在は40

歳iとなっている。 I老令向人の気が法外le若いのか，

それとも年少同人の精神が早くも老成1L達している

のかJ (小島) • とにかく不思議なグループである。

神戸大学とはあまり関係ないか，向人leは文学部

oo 
nノ
ω

川 端 柳 太 郎

の木内孝，山県系照，教養部の小島，川端， それに卒

業主在学生が何人かいる。とくに木内の「点描詩

篇」の連作，山県系の小説などは色々な意味で興味深

し、。

雑誌「たうろす」がただなんとなく続いているの

に反して，個々の同人はそれぞれの場で，意欲的な

仕事をしている。小島輝正『春山行夫ノート』多田

智満子『蓮喰いびとJr鏡のテオーリアJ.安水稔

和『異国間Jr歌の行方』など，画期的な作品が続

々と出版されている。新旧同人が出した本を並べれ

ば50冊は下らないだろう。

現在「たうろす」は年二回発行している。乙のま

まのペースでいくと. 3年後leは50号が出るととに

なる。かつて二宮尊道追悼記念、号 (27号)や30号記

念号を出して物議をかもした編集者としては， 乙の

折lとちょっぴり派手ないたずらをしてみたい。なん

となく「たうろす」も，たまには目を覚してはと.

秘か1L企んでいる。 (英語)

旭 町 叫. 

まみせっかくItlはifliヘ行ったのだ

一 一…
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本

「今日，デパートの古本市へ行ってね，乙んなも

のを買って来たよ」

ある時，小林太市郎先生が，古ぼげた和とじの本

二，三冊を示しながら言われた。

「僕はもう若くはないし，心臓の持病もあるから，

乙ういうものを買っても生きている聞に読めるかど

うかわからないと思うんだがね，そう思いながらや

っぱり買ってしまうんだJ
その言葉を聞きながら，私は，学者の若」とい

う乙とを思った。

乙れより少し前，何の折であったか忘れたが，西

谷啓治先生が，晩年の西国幾多郎先生の乙とにふれ

て話をされ， r思索と著述1<::明け暮れる西田先生の

姿iζ，業を感じたJという意味のことを語られた乙

とがあった。小林先生の買われた本を見ながら，私

は，その乙とを思い出したのである。

小林先生は，それらの本を買われて間もなく，結

局それらを読まれないま入他界してしまわれた。

と

小林先生や西国先生のごとく，死1<::至るまで本を

買い，思索し，著述する学者，世の多くの人は，そ

ういう学者の姿1<::，真理への崇高な使命感を読み取

って，感動し，讃歎の言葉を贈る。だが学者自身は，

たいていの場合，そんな崇高な使命感のみを動織と

して学問しているわけではない。根本的には，学問

せさるを得ないから，学問するのである。学問して

いないと心が安まらぬから，学問するのである。彼

の内なる深い欲求か，彼iζ学問するよう強いるので

ある。それはまさしく業である。すぐれた学者ほど，

そういう業が深いとも言える。

乙、 1<::業というのは，突きつめていえば r考え

るJ (もしくは「考えぎるを得ぬJ)ということに

なる。いつも考えていないと心が安まらぬ。安まら

ぬからまた考える。考えるために本を読んだり，著

述をしたりする。学者とはそういう人間である。西

田幾多郎先生はし、みじくも言っている。

「思索などする奴は緑の野lとあって枯草を食ふ動

物の如しとメフィスト1<::噸らるるかも知らぬが，我は哲

理を考える様IL罰せられて居るといった哲学者(ヘー

ゲル)もある様1<::，→=び禁断の果を食った人聞には，

か〉る苦悩のあるのも己むを得ぬ乙とであろうJ( r善
の研究J) 
だが，考えぎるを得ぬ業を抱き， もしくは考える

べく罰せられているのは，何も学者だけではない。

人聞は誰でも，人間である限り，考えるととから逃

随筆コーナ一一

業

倉沢行洋

れる乙とはできない。

人聞を「考える葦」と規定したノfスカルは，考え

る力をもっ乙とに人間の偉大性のしるしを見た。だ

が， gljの角度から見ると，考える力をもっ乙とは，

人間のあらゆる苦悩(苦痛ではない)の源泉でもあ

る。

あなたは，何事かについて， rそんな事はもう考

えたくない」と思った乙とはないであろうか。多分

あるであろう。そしてあなたはその時，考えたくな

いと思いつつ，やはり考えてしまったのではないか。

それが人間なのである。考えれば苦しくなるとわか

っていても，考えてしまう。考えるが故1<::，惑い，

悩む。人間とは，そういうものなのである。

ある人が，野IL遊ぶ獣，空とぶ小鳥たちを眺めな

がら，妬ましく思った一一人間のζとく考える乙と

なく，ただ本能の命ずるま、 1<::，空腹になれば食べ

時来れば生殖の営みをし，疲れれば眠り， 目ぎめれ

ばまたとぴ遊ぶ。悩みも惑いもなき， 乙の無垢な幸

せから，なぜ人間のみが疎外されているのか，と。

彼の胸は，失われた楽園への郷愁にいたんでいるの

である。だが，ひとたび禁断の知，恵の木の実を食っ

て， r考える葦J (というよりは「考え在るを得ぬ

葦J)となった人聞には，楽園の無垢な幸せは， も

はや決して戻る乙とがない。

人聞はみな， ζ ういう業を抱いて生きている。本

を書くのも，読むのも，業である。業の無い人はいな

い。だが，人によって業の深浅というととはある。

学者というのは，たぶん人なみ以上IL業が深いので

あろう。中でも小林先生や西田先生は，ずいぶん業

の深い人であった1<::違いないーーと，両先珪の著書

を読むたびに，私は思うのである。(芸術学)
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名曲を求めて

戦後ベビー ・ブームの最中の 1948年11月，東京

都港区麻布1<::生を受けた。そのためか，小学校，中

学校と教室はたいてい結詰めで，大学入試の際も空

前の受験地獄などと喧伝された乙とを記憶している。

東京大学教養学部文科E類1<::入学した 1968年は，

医学部処分問題1<::端を発した紛争が全学無期限スト

ライキIL拡大していった年であった。東大の駒場

(教養学部)は勤勉な学生1<::とっても不勉強な学生に

とっても，乙の上な く居心地の良い自由な場所であ

る。 2年生の秋までは専攻を決めなくてよいし，文

学部への進学に際しての振り分けも，哲学・思想，

歴史，語学・文学，社会学・心理学の 4分野間で大

まかになされるに過ぎなし、。 3年生の 4月までに各

自の専攻を決定すればよいというのは，一般教養一

文字通りに libera1な巴ducationーを重視する旧

制一高以来の伝統ILよるのかもしれぬが，焦点も定

まらぬまま雑多な書物を濫読していただけの僕のよ

うな怠惰な学生にとっては，まとと IL好都合なシス

テムであった。ストライキの影響で半年遅れで本郷

の文学部英文学科1<::進学したのち，比較文学比較文

化の大学院へ進んでまた駒場1<::舞い戻ってきたのは，

西洋的な枠組から自由な日本国籍の西洋文学研究を

志したからであると同時1<::，学際的な領域への関心

が旺盛な，駒場のlib巴ralな雰囲気が性lζ合ってい

たからであろう。修士論文では E.A. Poeをとり

あげたo P. F. Quinnの TheFrench Face 0/ 
Edgar Allan Poe IC触発されて， "French 

Face" と対比させながら Poeの “]apanes巴

Face" をまとめてみようとペ念発起したまではよ

かったが， 300枚足らずの修論では所詮「日本にお

ける Poe受容の歴史Jの序論を書くのが精一杯で，

本論の大半は依然今後の課題として残されたままで

ある。修士課程終了後IL奉職した大谷女子大学英文

学科では，アメリカ文学の講座を担当して Poe，

Hawthorneなどを講じた。

以上の略歴からも察せられるように，専門はと問

われれば，アメリカ文学と比較文学と答えるのが常

である。しかし，アメリカ文学と比較文学を専門lと

しているという乙とは，必ずしもアメリカ文学が日

本文学IC及ぼした影響を研究対象にしている乙とを

意味しない。二国間の文学・文化の影響関係の探究，

文学作品の材源研究などはあくまでも比較文学の主

要な課題の一つであるに過ぎぬのである。比較文学

がそのような実証的分野で，国文学研究の補助的手

井上 健

段としてすぐれた実績をあげてきたのは事実にして

も，比較文学という若い学問の有する可能性をそ乙

にのみ限定してしまうととはできなし、。ではそもそ

も比較文学とはいかなる学問であるのか。現在の僕

lζは文学・文化研究の一つの態度とでも答える他は

ない。文学現象を可能な限り相対的な視野で把えよ

うとする，作家や作品を論じる際lζ通時的観点と共

時的観点を有機的lζ絡み合せていくーそんな精神で

眺めたとき，対象が従来の研究方法によっては得ら

れぬ相貌を顕してきたとするなら，それとそが比較

文学研究の成果と呼ぶlζ相応しいものなのではある

まいか。今後ともそのような態度，精神で，アメリ

カ文学や日本文学を研究していきたいと思う。そし

て，乙の神戸の地で，神戸大教養部の自由な空気の

中で， r比較文学的」なPoe論を書き上げたいと決

意している。

最後IC趣味lζついてふれることにする。映画，絵

画鑑賞，アーチェリーなどあれ乙れ手を出してはいる

が，一家言を有するに至ったといえるのはレコード

鑑賞のみであろう。生来，音楽ICはジャンノレを問わ

ず意地汚く耳を傾ける方であるが， レコードを購入

するのは殆んどクラシックばかりである。アノレバイト

代を注ぎ込んだ学生時代から10年余，買いためたL

Pレコードはとう IC400枚を越え，年内lζは500枚IC
達しようとしている。作曲家別ではBach，Mozart， 

BeethovenとL、ったと乙ろがベスト・スリーで，それ

に続くのがSchubert，Brahms， Schumannあたり

であろうか。フルトヴ、ェングラーのBeethoven，カザ

jレスの Bach，若きリリー・クラウスのMozart，ヴン

ダーリッヒの歌う Schubert，Schumannあたりが

僕の愛聴盤である。学生時代は新宿の「らんぷるJや
本郷の「麦」などの名曲喫茶lζ通いつめたものだ拡

大阪には通うに値する名曲喫茶はない。幸にして，

かつて梅田新道で営業していた「日響」が岡本IC撤退

したという話を耳にしたので，一度途中下車して訪れ

てコレクションの質を吟味してみるつもりである。

(英語)
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山十ニ年ぶりの関西暮らし

三月三十一日夕刻まで前任地熊本での仕事をちゃ

んと終えてから(ピーJl欲むのも仕事のうち)，フツレ

ートレイン『明星』号で(熊本~三宮聞は十一時間足

らずで夜行列車としてはあまり乗りがいがありませ

ん。熊本~東京なら『はやぶさ』で約十八時間， ζち

らは十分乗りがいがあります)四月一日早朝三宮着，

約束の十一時より少し前1<:ドイツ語共同研究室1<:赴

いたと乙ろドイツ語科のさる長老の方が真顔で関口

一番「十時1<:学長1<:逢うととになっているの1<:遅い

じゃありませんかJ一一えっ 1ギョッ 1あれ!?ほ

んと?ほんまかいな一一うそでした。

その日はじめての帰り道，馬場の脇を通り工学部

の建物1<:沿っていって突きあたった所で，まっすぐ

道なりに行くべきか運動場の方へ右に折れるべきか

わからず，ふと傍のベンチlζ坐って日向ぼっこをし

ていた(たぶん)留年生風の年齢不詳の男性1<:道を

尋ねたと乙ろ， iまっすぐまっすぐ!Jと言うので

そのとおりにしたらーー阪急六甲まで半時間以上も

かかってしまいました。

大阪市の南の僻地，阿倍野にある自宅から学校へ

通うのに，梅田までは環状線，地下鉄御堂筋線，谷

町線の三通り，梅田からも阪神，阪急，国鉄の三通

り， 11頂列組合わせで何通りの通学方法lとなるのかわ

かりませんが，四月からの一学期間その日の気分そ

の他しだいでいろいろ乗りわけたつもりなのにまだ

まだ飽きがきそうにありません。

五月某日，かねてから観たかったS・キュープリ

ックの大昔の作品「博士の異常な愛情」をやっと観

るととができました。開高健が絶賛していたわりに

は，ひきつけを起乙させるほどのブラックユーモア

とも思えませんでしたが，それでも久しぶりに会場

の雰囲気ともどもおもしろい映画を堪能する ζ とが

できました。ぼくは乙の四月まで二年間熊本にいた

のですが，はじめての地方都市暮らしで映画館の少

なさには少はからず驚かされました。しかしテレビ

やラジオのチャンネノレも少ないし，第一地元新聞以

外には夕刊のない地方なのだから当然といえば当然、

ですが，ロードショー用の映画館はそろっているく

せ1<:，あと二つの名画座とピンク映函館以外， 二，

三番館が皆無なのにはやはり往生しました。もちろ

ん文明が開けていない分だけ，そういう土地には独

特の文化の香りらしきものが遺されているようには

感じられましたが。しかしなにはともあれ映画や演

奏会なと、の文明的刺激物にはとれからは存分1<:接す

るととができそうなのが楽しみです。

谷本慎介

乙の春から，哲学を担当いたす乙と lとなりました。

どうぞよろしくお願いいたします。

私の生まれましたのは東京都下の住宅街で，生家

は今はもう道路整備計画のあおりを受け，産業道路

lとなってしまい訪ねる術もありませんが，その頃は

板扉や生垣1<:挟まれた小路がみな子供の遊び場とい

うような，乙ぢんまりとした所でした。その後一度

転居しましたが，そ乙は同じ私鉄で二駅ほど郊外の

当時の新興住宅地で，周辺はまだ近郊農業地待の名

残りを留めていました。畑の中lζ鳥々のように浮か

ぶ屋敷林，廃れだした漬物工場の庭1<:幾つも転がっ

ていた大きな木樽，子供の眼1<:は立派な牧場lζ見え

た小さな放牧地lζ繋がれた乳牛たち，乙んな風景が

今でも親しく想い出されます。

もちろん，東京に住む者の常として，乙うした牧

歌的な風景はたちまち姿を消し，中学・高校と進む

につれ，オリンピック工事以来急速に様変りしてい

く町並乞超満員の通勤電車の窓越しに垣間見なが

ら，新宿 ・渋谷の繁華街をとおって通学するととに

なり，乙の頃の気忙しい感じから，いまだに抜け切

れないような気がします。そして大学紛争のさなか，

昭和44年1<:京都大学文学部K入学いたしました。

封鎖 ・抗議集会 ・衝突と学内は騒然としており，

入学後半年間は授業もない状態の中，思いがけず色

々と考えさせられましたが，他方では自然、と文化の

調和した京都で，感性が蘇生させられる思いをした

りしました。以来10余年間，良き師.良き友人iζ恵

まれながら，昭和48年文学部哲学科を卒業，続いて

同大学院修士課程・博士課程を経て，昭和55年 4月

より一年間，研究室の助手を務め，本年 4月1<:本学

1<:移って参りました。

大学入学当時は，自己意識から客観的精神1<:至る

までの精神現象の展開を，弁証法の力lとより説明し

去るへーゲルK魅力を覚えたり，知性の分析を退け

直観iとより捉えられる生の躍動を説くベルクソンlζ

惹かれたりしましたが，結局は，分析的知性そのも

のを確認する乙とに向かい，古典的17世紀合理論を

学ぶ乙とにいたし，野田又夫先生の御指導を受け，

デカノレトの哲学について論文を纏めて卒業論文とい

たしました。大学院においては，野田先生が退官さ

れた後，辻村公一先生，木曽好能先生の教えを受け

ながら，スピノザ， ライプニッツと合理論の系譜を

辿り，現在はイギリス経験論と対照させる乙とによ

って，知性と経験の関係を改めて確めてみたいと恩

六月某日， ドイツ語科のさるトラキチの方と甲子

園球場へ観戦1<:出かける予定だったのが雨で流れて

しまいました。高校二年のとき，夏の高校野球大会

でアルバイトをして以来十三年ぶりの機会を逸して

しまいました。関西lζ住んでおれば行きたいときに

行けるわけですから機会を改めてとは思うものの，

優勝が決まってからではつまらんしー・・。高校を出

てから十年間東京にいた聞に後楽園球場へは十回以

上，横浜球場へもわざわざ一度出かけましたが(神

宮球場へは勝つ気配すら感じられないので一度も行

く気が起とりませんでした)，阪神が勝ったのはた

った一度だけでした。想い出すのは，江夏が投げれ

ば長島や王がホームラン，場内が投げれば田淵は自

分が坐っているジャンボ席の方へ特大ファウノレか三

振，乙ういう退屈なシーンばかりです。また来年を

期待したいと思います。

七月其日，対阪大一大教大連合独語独文教師チー

ム，阪大独文科学生チームソフトボール定期戦。ぼ

くは三番でセンターという晴れ舞台なのに，守れば

チョンボ打てば凡打の連続でチームの勝利K貢献で

きないと乙ろか迷惑ばかりかけてしまいました。あ

まり阪神の悪口ばかりも言っておられません。小学

生時代は学校や家の近くで友達としょっちゅうソフ

トボールをしていたのですが，中学高校の六年間は

柔道1<:身を入れていたためたぶん野球ボールlζ触る

機会もなかったのではなし、かと思います。秋にはま

た別のソフトボール大会もあると聞いていますので，

今度からは準備怠りなくせいぜい練習をつんで試合

lζ臨むつもりでいます。

ぼくは生まれてから高校卒業まで大阪で育ったの

で，今春から十二年ぶりの関西暮らしという ζ とに

なります。まだ神戸の町はほとんど知らないし，そ

の他未知のものが至ると乙ろにありそうなので，旺

盛な探求心と冒険心だけは失わないであたらしいも

のζ とK接してゆきたいと思っています。

(独語)
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っています。

デカルトは自ら 「暗閣の中を歩む者のよう」と言

っているように，若い頃の普遍数学の着想以来，自

らの確立した方法に従って独力で新しい学問体系を

築き上げようと努めた人であって，主意主義的と言

われるように，彼の知的活動は常1<:意志的判断1<:よ

って支えられており，知性をいわば秩序を創り出す

意志と化している。スピノザはその点では自然主義

的であり，心身の平行関係を認めて自由意志を否定

するが，しかしやはり古典的合理論者として知性を

身体的想像・感覚から峻別し， i永遠の相のもとでJ
事物を見るという知的活動を倫理1<:直結させる。ラ

イプニッツは知性の働きにおいて記号の果たす役割

の重要性を洞察し，普遍的記号術を創案して一切の

論争を論理計算によって解決しようと目指す。そし

てこれらの人達の対極1<:ヒュ ームがいる。彼は知的

活動における判断，一切の信念を感情の働き， i或

る特異な感じJ1<:還元しようとする。

乙うした思想家たちの体系を，個々に検討すると

共に全体的な展望を得る，という目標を掲げるとし

ても，達成にはほど遠く，まだまだ基礎作業をして

いるにすぎません。山登りに愉えると，まだ樹木の

多い山裾を歩いて木立ちの聞に見え隠れする尾根を

見上げているような状態ですが，とうした自分の状

態とは裏腹1<:，すでに頂lζ居て下界を見渡している

ような明かるい風の吹く神戸大学に参りまして，研

究の山登りのほうを根気よく続けていきたいと思っ

ております。(哲学)
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わが教 養時代

一新教官紹介一

4月から ζの教養部で英語を教える乙とになった。

3月までは大阪大学大学院の学生であったので，教

師としては正1<::新米であり，本格的iζ教えるのは初

めてと言ってよい。そういうことで，夏休みまでの

3ヶ月ほどの聞は，様子もわからず，緊張する乙と

も多く，学校では何となくとわい顔をして歩いてい

たのではないかと反省している。しかし，学生と同

じく，教師もまた成長するものである。授業が乙ち

らからの一方通行となる乙となし共に学ぶという

形のものとなるように努めたいと思う。

私が阪大iζ入ったのは，昭和47年のととであった

から，今の教養部の学生から見れば，ちょうと一昔

前ということになろう。乙のたび教養の学生と接す

るようになって，自分の教養時代の事を思い起とし

て， くらべて見る乙とが多い。乙れは，英語科では

年齢的iζは学生IL一番近いところにあり，同時lとあ

る程度の距離を置いて見るととのできる位置にある

ためであろうか。本質的には一昔前とあまり変って

いないようで，学生は概して真面白であり，適当に

勉強もしている様子である。ただ，学生生活を自由

iζ楽しもうという雰聞気はより強くなっているよう

に見受けられる。他の大学は阪大しか知らないので

とれが神戸大学の特徴かどうかはわからないが，乙

れは乙れで結構な乙とである。しかし，ただ単lζ楽

しく過どすのではなく，その中から何かを得てほし

いと思う。授業で学ぶ乙とももちろん大切であるが，

授業で教えられる乙とは限られている。自分で自主

的1<::学び，考える態度を身に付けてもらいたいと思

う。特lζ教養部時代はそれにふさわしい時であると

思われる。そ乙で，私の教養部の頃のことを少し書

いて見ようと思う。何かの参考iとでもなれば幸いで

ある。

授業は大体神妙iζ受けていたと思う。しかし，授

業の事よりも，やはり，それ以外の経験の方がよく

記憶に残っている。中でも，文学部の同級生数人と

始めた同人雑誌のζ とは，今から思えば稚拙なもの

であるが，特になっかしく思い出される。乙れは，

文学作品をただ読むだけではつまらない，何か創造

的な行為によって形1<::残そうという不遜な考えの人

聞が集まって作る ζ とになったものである。授業で

知り合った他の学部の人聞にも賛同者が現われ，結

局メンバーは10人ほどとなった。誌名は相談の結果，

仏文学志望の男が提案した“ Tout est fini"と決

まった。 I万事休すJ， もう駄目だ，おしまいだ，

教養部にカムバックして

一新事務職員紹介一

米本弘一

広報委員長から，本年4月の人事異動を受けた一

員として，自己紹介をとの依頼を受けたものの，す

でに， 51年の春から54年までの3年間，教養部でお世

話になり，いわば古巣ILカムバックしたかたちです

ので，あらたまっての挨拶も何か面映い感があります。

したがって，教養部を離れ，今春までの 2年間の

付属農場における体験のつれづれを述べさせていた

だきます。

農学部付属農場は，六甲台キャンパスから約70km離

れた播磨平野のほぼ中央部1<::あり，国鉄を利用して

通勤すとすれば，山陽本線・加古川線・北条線と乗り

継ぎ， 2時間半以上は優にかかるため，止むを得ず

単身赴任を決意しました(乙のことは，私自身にと

っとも30数年勤続のなかではじめての経験です)。

幸い，私自身多少の趣味といいますか，生来，土

いぢりが好きなため，農業1<::大変興味をもっていま

したので，短い期間でしたが，数々の貴重な体験と，

楽しい充実した日々を過どすことをできましたとと

は，水野農場長をはじめ農場の方々の暖かいど支援

とど協力の賜物と感謝しております。

ど承知のとおり，付属農場は，学部の学生実習，

研究の場として重要な役割を果しているわけですが，

農場経営といいますか，企業経営的な厳しい，一面

も教えられました。

そのなかで，農場近代化の施設・設備の充実を計

るため，計画立案から実施まで，多くの方々のど援

助により見事に結実した乙とも，今は懐しい思い出

となっております。

という所から何かが生み出されるという発想であっ

たらしし、。

それぞれ詩でも小説でも評論でも好きなものを書

いて来て，原稿がそろったら，雑誌の形lとして出す

という乙とになった。会費は一応集めたが，それで

も資金不足で，なるべく安上りに済ませるため1<::，

最初は謄写版印刷にした。それも，書いた本人が原

紙を切るという決まりであったから，短い詩ならと

もかく，小説なと書くと大変で，締切り間際iζは徹

夜をしなければならなかった。それを印刷するのが

またー苦労で，印刷機を持っていなかったので，い

ろんな所で借りて回った。その印刷機も，一枚づ司つ

手で刷り上る原始的なものであったので，やたらと

時聞がかかり，乙れまた徹夜となった。ある時，寮

の印刷機を借りて，二人がかりで刷っていると，で

き上った時はもう朝であった。その日は一時間自に

体育の授業があったのだが，寮のすぐ下lζグラウン

ドがあったので，律義にもそのまま授業に出て行っ

た。手をインクでまつくろにして，ふらふら lζなっ

て出て来た二人の学生を見て，体育の先生は大いに

不審を抱いたととであろう。今から思えばパカなと

とをやっていたものであるが， 乙う いったパカな情

熱を失ってはならないと思う。

でき上った雑誌は，次号の資金の一部とするため

に同級生を中心1<::売って歩いた。おもしろがって買

ってくれる者もいたが，大体売れ行きは悪かったよ

うである。図書館に一冊持って行って置いてもらお

うとしたが，司書の人lζ 「乙れは一体，本でしょう

か」と言われ，がっかりした ζ ともあった。乙の時

の経験があるので，今でも若い学生が同人誌など持

って来る と，同情してつい買ってしまうようなとと

になる。

乙の雑誌は，三号まで出した所で「万事休すJと

なって，文字通りカストリ雑誌となってしまった。

しかし，その時の仲間の何人かとは今でもつき合い

があり，気心の知れた悪友となってしも。(英語)

自己

根岸松子

4月 1日付で教育学部学生掛から教養部庶務掛へ

配置換えになりました。教養部の大世帯の中ではじ

めての庶務掛の仕事は私1<::は重荷で当惑しました杭

皆様の御指導よきを得て，年度当初 4・5月の仕事

の車直接した時期を無我夢中で何とか乗り越えて，今

ではやっと冷静K自分の仕事をやって行けそうな見

通しとなってきました。今後共皆様方の御指導御鞭

援を仰ぎながら，出来るだけ仕事lと真撃に取り組ん

で行く所存です。

ほんの少し私の性格 ・趣味について述べさせて頂

きますと，私は西宮市で生まれ育った生粋の「西宮

- 34-
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また，私にとって，農場経験は，二つの貴重な教

訓を得ました。そのひとつは，どく普通の ζ とです

が，ー粒の米，一個の果実も厳しい自然条件とたた

かいながら，そ乙lと働らく多くの人々の，文字どお

り汗の結晶から生まれでた乙とを自分自身の眼で確

かめ，かっ，そのよろとびを分かち合えたとき，は

じめて物の尊さを痛感せずにはいられなかった乙と

です。

いまひとつは，普段はあまり考える乙との少なか

った乙とですが，家族と離れ，家庭というものの大

切さをしみじみと考えさせられ，自己修養1<::大いに

役立った乙とも大きな収獲でした。

以上，支離滅裂な文章になってしまいましたが，

皆様方のど指導，ど叱責をいただきながら教養部

の発展充実のために微力をつくす所存ですので，よ

ろしくお願い申し上げます。(事務長)

紹介

っ子」です。神戸大学は六甲の風光明婚な所で人柄

もよく女性1<::とって居心地のよい最適な職場で腰掛

けの積りが結果的ILは長く居着いてしまっておりま

す。性格は至って温厚 ・聞き上手の話下手で消極的

な性格です。

趣味は手芸・旅行・スポーツをするととが好きで

す。何をしても腕前はもう一つですが健康増進と気

分転換に役立つバドミント ン・卓球・テニス等何で

もやりたく思っていますから又お誘い下さい。お願

いいたします。(庶務掛)
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加 古道雄

B5大の白いタイプ打の紙，乙れを頂戴し 4月1

日付教養部へ配置換えとなりました。最小の組織(附

属住吉校 l掛〕から，最大クラスの部へ，の異動は

少し戸惑いましたが，仕事の師となる良き先輩を得

乙れからも大いにガンバリます。

又，教養部はスポーツ活動もさかんで，運動不足

IL陥っていた私など誠にもって感謝，感謝の次第で

す 。 (用度掛)

山本公一

昭和56年4月1日付で用度掛へ配置されました。

用度掛といえば，主に契約・物品管理の職務を携

わるわけですが，教養部というと乙ろはなにぷんfC:

も学生数 ・教官数 ・諸施設が多く，文化系 ・理工系

が一つの集団となっている乙とから，我々の仕事も

範囲が広く，非常に忙しいととろであると聞いてお

ります。

現在，教養部へまいりましてから 5か月経過しま

したが，実際fC:自分が用度掛の仕事を経験して，何

となく前任者が“忙しいととろである"と言われた

意味がわかってきました。というのは小規模な工事

・修繕がやたらに多く毎日走り回らねばならず，常

fC:席について仕事をすると いった乙とがないからの

ようです。しかし前任者をはじめ歴代の方は乙の

ような状態で十分に職務を全うされていったわけで

すから自分も精一杯がんばりたいと意気込んでおり

ます。乙んな私ですがよろしくお原郎、します。

〔用度掛)

藤原 稔

20数年前lζ(1)環境が抜群に良いこと， (2)大学のア

カデミックなと乙ろが気に入ったこと， (3)スポーツ

諸施設が整っている ζ と，等で神戸大学lζ就職しま

した。

当時，まだ教養部は設置されてなく ，御影分校

(神戸市東灘区御影町)，姫路分校(姫路市新在家)

の時代で農学部，医学部も国立移管されていなかっ

fこ。

昭和38年4月fC:教養部が設置されましたが，学舎

整備の途上で雨が降れば，あち ζちでひどいぬかる

みだった ζ とを覚えています。現在の教養部と比較

すれば雲泥の差があります。

昭和43年IL神戸大学の紛争がお乙りましたが，乙

の乙とは私にとって強烈な印象として残り，私の貧

弱な人生観，人間観ICも大きな影響を与えました。

一新事務職員紹介一

最後IC，私の主観的な神戸大学学生気質を要約し

ます。 (1)人間としてとせ乙せしないで，どちらかと

いえばのびやかである。 (2)社会lζ出るとややスロー

・スターターの傾向があるが，豊かな能力と大きな

可能性をもち，他大学出身者を追い乙す長距離ラン

ナーである。(教務掛)

今年，短大を卒業して 4月から教養部でお世話

lとなっています。すべてが，初めての乙とばかりで

いろいろ戸惑いましたが，まわりの方fC助けていた

だいて，何とかガンバッテいます。乙れからもとう

ぞよろしくお願い致します。

図学教室はとても遠いですが，一度，昼休み等lζ，

来て下さいね。(図学教室)

石田 司

中嶋みどり

今日は 9月 1日，教養部l乙勤めるようになって，

はや 5ヶ月が過ぎてしまいました。大学lζ入学し，

初めて教養部IC:来た時の驚き，あり余る程の自由と

解放感， しかし，テニス部にはいった事で，私の生

活は一変してしまいました。授業に出れるのは，語

学と体育だけで，ほとんど毎日が練習。練習時間も

授業と関係なく決められているので，授業のある時

は，途中で練習をぬけて，体操服のままで六甲台か

ら降りてきて授業を受け，終わればすぐコートへも

どって練習。練習の合い聞に授業に出ている，とい

う感じでした。今，あの頃の事を思い出すと， しん

とかったけれと，なつかしさが乙み上げてきます。

ところで，私はテニス以外lζ趣味といえは、， ピア

ノをひく事と編み物をする事ぐらい，というごく平

凡な女の子です。まだまだ学生気分がぬけず，何も

わかりませんが，笑顔を忘れずにやっていきたい，

と思っています。今後ともよろしくお願L、します。

(社会科学教室)

安井玲子

4月16日，龍神さんのあとがまとして整理掛にお

じゃまするようになりました。少しずつ仕事を覚え

てきてもう 4ヶ月が過ぎようとしています。自分な

りlとよく続いたと恩っています。

私は 3時fC:仕事を終えて帰ります。ほとんど歩い

て阪急六甲までおりるのですが，桜の木の下を歩い

たり，三の宮方向や，海をみおろしながらフラフラ

と帰るのは眠けもさめ，爽快そのものです。

土地的な環境の良さはさながら人間関係において

も，大変恵まれて，今とても幸せな気分です。

先輩の方々にお話をうかがっていると毎日毎日，

勉強になる乙とばかり，考えさせる乙ともよくあり

ます。無気力IC学生時代を過ごした私にとって，と

れからはーー・・・と意欲だけはそそられ， あせってい

る今日乙の頃です。

最近髪を切って若くみえると自分で考えて満足し

ています。おみかけになられましたら，一言 「今日

歩いたのJとおたずね下さいou歩かなくては"と

責任感に燃えるよう 一一。(若さを保つように)

(図書館整理掛)

広山芳子

乙の春，松蔭女子学院大学文学部国文学科を卒業

し，現在，体育共同でお世話になっています。女性

ばかりの環境から一変，男の先生ばかりの中に飛び

込んできたわけですが，初めは，こわいような，恥

ずかしいような，そして少し嬉しいような気持ちで

したが，今ではすっかり慣れました。しかし，まだ

まだ学生気分が抜けきらず，子供っぽい私です。で

も，自分の手でお給料がもらえるようになった乙と

が，唯一の社会人として自認できる乙とです。お給

料日には，必ず，ケーキを質って帰る ζとにしてい

ます。自分の働きによって，お金がもらえるという

ζ とは，気持ちの上でも，ゆとりができていいなぁ

と思っています。 ζれからもよろしくお願いします。

(体育教室)
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一新事務職員紹介一

山本博子

教養部の図書館に来てから，もう半年になろうと

しています。 ζ 乙は眺めが良く，私の机も海の方lζ

向けて貰っています。夜間当番の日は夜景が唯一の

楽しみです。でも冬の寒さを思うとぞっとします。

図書館の仕事は，専門性を求められる乙とがあり，

その度fC，先輩方IL聞いて，その即答性と正確さに

感じ入っています。私も早くあんな風になりたいと

思っています。先生方も利用されますが，ほとんど

の先生の名前を知らないので，返却される毎IC，Iお

名前は ?Jと尋ねなけれは‘なりません。多くの学生

を相手にしていると，いろんな学生がいておもしろ

い。退屈している時fC，そういう学生が来ると，清

涼剤lとなります。との仕事をしていると，少し気が

長くなったように思います。待つという乙とに対し

て，忍耐強くなる仕事ですから。

図書館lζ来た ζ とのない人 1度来てください。

メガネ越しIL見つめられたら，それが私です。私の

趣味は，音楽鑑賞。ニューミュージックとクラシッ

クが大好きです。 21才の未婚女性です。どうぞ今後

共，よろしくお願いします。(図書館保管運用掛)
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教養部のうごきー

巨| 生 対象 進学者 原級者

(進学年月) 学生数 人数 比率 人数 比率

人 人 % 
5 λ 

% 13回生
121 116 95.9 4.1 

(51年 4月)

14巨|生
118 111 94.1 7 5.9 

(52年 4月)

15回生
121 113 93.4 8 6.6 

(53年 4月)

16回生
113 106 93.8 7 6.2 

(54年4月)

17回生
120 110 91.7 10 8.3 

(55年 4月)

。昭和54年度(医学部は昭和53年度)以前の進学者数等一覧表

品T 却即 I対原級者数象 無進学条者件数 重品装|原級者数 進学率

文学部 6人 。人 2人 4人 33.3% 

除育学部 16 2 7 7 56.3 

法学部 4 。 3 25.0 

陸済学部 9 。 8 11.1 

経営学部 3 。 2 1 66.7 

陣学部 15 3 6 6 60.0 

医学部 7 3 

-----
4 42.9 

江学部 33 6 9 18 45.5 

農学部 10 2 2 6 40.0 

合計 103 16 30 57 44.7 

。 医学部(昭和54年度入学者)進学者数等一覧表

。過去 5年間の医学部進学者数等一覧表

一 教養部のうごきー

辞職

医学部事務長へ

厚生課長補佐IC昇任

医学部教務学生掛へ

附属病院経理掛へ

附属農場事務長より

厚生課厚生掛長より

昇任

教育学部学生掛より

附属住吉校事務掛より

経済経営研究所会計掛より

採用

9. 10 ) ( 56. 

3月20日限り退職

3月30日限り退職

11 

(対象原級者数には休学者12人を含まない。)

進学年月 対原級者数象 進無学条者件数 進条学件者付数 原級者数 進学率

昭4和55月年
人 人 人 人 % 

104 11 21 72 30.8 

昭和55月年 75 16 19 40 46.7 
10 

- 39一

在籍者数 進学予定者数 原級者数 進学率 55.4進学率

無条件 条件付

5十 言十 言十 % % % % 
五十 5十

法 79年度生 53 32 9 12 77.4 67.3 
子品主』一弘 91 35 10 45 一一一 46 49.5 44.9 
部 原級生 38 3 34 10.5 13.5 

学部経済

79年度生 45 17 7 21 53.3 53.0 
89 17 」一一一一一一一一 9 26 一一一 63 29.2 卜一一一一 35.3 

原 級 生 44 。 2 42 4.5 11.1 

経 79年度生 54 19 17 18 66.7 66.7 
片Aイ邑品Lゐ~ 79 十一一一一一 19 19 38 ト一一一 41 ト一一一一 48.1 十一一一一一 48.8 

町i 原 級 生 25 。 2 23 8.0 14.3 

計 259 71 38 109 150 42.0 43.0 

。過去 1年間の原級生の進学者数等一覧表

昭和 56年 4月第 E課程進学予定者数一覧表
6月30日限り退職

7月31日限り退職

採用
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学生掛主任

庶務掛文部事務官

用度掛文部事務官

用度掛文部事務官

警務員

社会科学教室事務補佐員

図学教室技術補佐員

体育共同研究室事務補佐員

学生掛事務補佐員

整理掛事務補佐員
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学生掛事務補佐員
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一教養部のうごきー

学生自治会との交渉経過

5月19日 場所 :A棟 1階応接室

出席者:学生倶~ ...自治委員
長， ・・・~月祭実行委員
長および自治委員。

大学側美崎教正教養部学生

委員長および学生委員全員。

交渉内容:1981年の六月祭leついて，

その他。

6月3日 場所 :A棟 1階応接室

出 席者:学生側自治委員

長， ・・・~月祭実行委員
長および自治委員。

大学側美崎教正教養部学生

委員長および学生委員全員。

交渉内容:六月祭関係の諸問題(休講

措置，現物支給，教室等の借

り上げ，使用電力，物品借入

(1981年 5月-1981年 7月)

等)leついて。

7月7日 場所 :A棟 1階集会室

出席者 .学生側・・・・・・・t治委員

長および自治委員

大学側美崎教正教養部学生

委員長および学生委員全員。

交渉内容設備(ウォ ーター・クーラ

一，保健室， クラス控室Jサ

ークル棟，印刷室，女子 トイ

レ，女子シャワーなど)の改

善について，保健婦の増員に

ついて，六甲祭について，文

学部の定員制問題について，

1982年度の学費値上げlとつい

て，授業料減免について，そ

の他 よ

第二課程学生自治会との交渉経過

2月28日 55年度備品要求書を受理。(注 1) 

3月28日 新入生歓迎行事le関する要求書を受理。

(注 2)

3月30日 3月28日付要求書lζ関する話し合い。

4月11，13， 16， 17， 18， 19一新入生歓迎行事。

4月22日 輪転機放障の補修願を受理。(注 3)

5月13日 部長，自治会他， II課程施設点検。

6月19日 自治委員選挙公示。

- 40一

(1981年 2月16日-7月31日)

6月19日 E課程用施設への備品要求書を受理。

(注4) 

6月25日 6月19日付要求書le関する話し合い。

6月26日 6月25日の話し合いにおける決定事項

のまとめを受理。(注 5)追加要求書

を受理。(注 6)

6月26日 自治委員選挙。

Ci.主1)
(;主 3)

(;:主 2) 
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部落解放研究会との話し合い記録

昭和55年度の総合科目「人権」については，昼間

諜程では前期1;:::，第二課程では後期1;:::実施されたが，

それぞれその最終講義における担当者ク会ループと全

受講生との討議を踏まえ，ついで担当者代表と八人

委員会との討議を経て，おおむね次のような主旨の

総括と次年度へ向けての方針策定が行われ，乙れが

教養部長1;:::報告された。

1. この総合科目は，昭和53年2月本教養部で発生

した部落差別文書事件を契機とし，今日わが国IC

存在する部落差別をはじめとするさまざまな差別

問題の解決を見出す乙とを究極の目的としつつ，

大学教育lとおける差別解消のための努力の一環と

して，昭和54年度より開設されたものである。乙

の差別解消の問題を，なによりもまず教養部自身

の問題として捉えるべきであるとし、う見地から，

当初コース編成IC当っては可能なかぎり教養部教

官が担当するという方針をとった。

乙のようにして発足した初年度の総合科目「人

権」については，講義担当者，受講生の共同討議

において次のような批判が受講生側から提出され

た。そのひとつはコース編成に関するもので，テ

ーマの立て方が断片的，総花的で，問題を深く追

求する乙とができないという点。いまひとつは講

義内容に関するもので，一般的，知識的，抽象的

にすぎ，具体性lζ之しく，かつ感銘も薄いという

ものであった。

2. 以上のような批判を検討しつつ，われわれは乙

の批判がまた，講義者自身の差別問題への係わり

方iζ対する問いかけでもある ζ と1;:::ついて，深く

反省した。種々の検討と討議を踏まえ，われわれ

は第二年度においては，初年度を経験を経て次の

ような方針で進むととにした。批判の第 1点す

なわちテーマの立て方については， 2， 3のテー

マ1;:::しぼり，それぞれを深くっつ込んで扱えるよ

うな編成とする。

かくして，総合科目「人権」の第2年度はテー

マを部落問題，障害者問題，民族問題の 3本建て

にしぼり，他方，実践者として体験ゆたかな講師

を外部から招いて実施された。講師の招請につい

ては，体験を通しての講義という乙とで鋭意選定

1;:::努力した結果，ふさわしい講師を迎える ζ とが

できたと思う。それぞれ最終講義時の，担当者グ

(1981年 3月13日-7月2日)

(昭和55年度)総括

(注 2)

総合科目「人権J
3月13日(金)神戸大学部落解放研究会・・・・E名

にて 3月11目付教養部長あて要求書

を受理(注 1)。

3月18日(水)上記要求書にかかる話し合い。同場

所において研修会報告書(55.12.10. 

56. 1. 28， 2回分)を手渡す(注2)。

4月12日(臼) B棟1F西便所1;:::て落書事件発生。

4月14日(火)上記事件について確認会。

4月20日(月)上記事件についての教養部長名の告

示掲示(注 3)。

4月21日(火)第 2回確認会。

4月23日(木)映画「狭山の黒い雨」上映(昼間 3

限目及び4限目の一部，夜間 2限目

を休講とする〉。

5月 2日(土)第2回確認会における確認書を教養

部長から解放研代表へ手渡す(注 4)。

5月 7日(木)第 3回確認会。

6月2日(火)第4回確認会

6月5日(金〉神戸大学部落解放研究会より教養部

長あての， 乙れまでの経過等にかか

る2種類の要求書提出(注 5)。

6月18日(木)第 5回確認会。

7月2日(金)第5回確認会lとおける回答書(最終

修正分)を教養部長から解放研代表

へ手渡す(注6)。
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(注 1) 

書求要

1981年3月11日

下記の乙とについで3月16日~印日の聞に話し

合いを持つことを要求します。

記

入学式1;:::於ける講演会の講師

総合コースの総括

来期の総合コース

部落差別についての内容

4. 教職員の研修会の報告

5. 新歓映画会

16日-19日のいずれの日か都合がよろしいか

松井迄連絡して下さい。

教養部長殿
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ルーフ。受講生の相互討議を通じ，以下の諸点が明

らかlζ されたと考える。

すなわち，(1)知識的納象的で感銘うすいとされ

た初年度11:比べて，実践的具体的な講義内容で迫

力あるものとなった。 (2)その反面，問題の体系的

かっ理論的な取扱いを中心iζおくことができなか

った。 (3)講義さるべき内容の量と比べて時間が不

足気味であった。 (4)受講する学生が少なかった等

々である。

3. 8人委員会では，指摘された諸点について反省

と検討を重ね，次年度以降の計画11:乙の経験を生

かして行くととにした。指摘された講義時間の問

題については， とくに第 2課程の場合，始業時が

遅れがちlとなるのでp とりあえず時間帯を第 1時

限から第2時限lζ移動する乙とで，ある程度は改

善容れる。受講者数の少さについては，なにより

も学生自身の意欲が問題であるが， しかしこの意

欲を喚起し問題の重要性の周知徹底をはかる努力

か，今後ともねばり強くなされる必要があろう。

また講義の理論的体系的側面の不充分さという点

は，充分首肯しうるととろである。したかって，

乙の方面の補強という乙とについて，可能なかぎ

り速かに別に方途を検討すべきものであると考え

る。

4 以上のような総括11:よって，即刻改善しうる方

策はすぐ実施に移す乙ととし，昭和56年度の「人

権」については，実施の都合ム今年度の編成を

もう l年継続する。そして，乙の問題についての

実践上の先達たる現講師の先生かたには，われわ

れが当初お願いしたとおり，体験を通しての講義

というその持味をあく まで徹底して頂く乙ととす

る。もとより，提出された批判IL対する反省を踏

まえつつである。そして理論的体系的側面の加味

という乙と もふくめて，より充実した新コースの

編成の計画策定は，新年度のもっとも大きな仕事

となるであろう。 いずれにしても，われわれは総

合科目「人権」が部落差別をはじめとするもろも

ろの差別を廃絶するという窮極の目的のための，

大学教育の場における努力の一環として設けられ

たものであるという原点につねに立ちかえり，批

判と反省による改善を重ねつつ，ねばり強く乙の

講義の発展充実を期して行きたし、。

1981年3月30日

神戸大学教養部長

井沢義雄

神戸大学部落解放研究会殿
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(注 3) 

教養部学生諸君へ

4月20日

教養部長

4月12日， B棟 l階西端の男子便所内において，

未解放部落の人びとに対する明らかな差別的言辞と

部落解放運動の冒j質的否定とをふくむ落書が発見さ

れた。

すでlζ再三にわたって同種の事件があ り，そのっ

と注意を喚起して来たが，今固またしてもかかる事

件が起ったととに対し，われわれはなlとよりもまず，

その卑劣な所業ILよって傷つくすべての未解放部落

の人びとに対し申し訳なく思うととも11:，かかる許

しがたい行為をあえてした者11:対し深い憤りを覚え

る。

今回の落書もその性質上なに者の行為であるか特

定しえないが，われわれは本教養部学生の絶対多数

がかかる行為K無関係であったと信じる。ただ，そ

れがたとえ 1人の行為であったとしても，その有す

る深刻な意味はまと も11:受け止められなければなら

なし、。

すでに幾たびかの差別的事件を経て，われわれは

差別的諸現実の廃絶を目標!L，あらゆる偏見から解

放された真IL関かれた場と しての教養部つ‘くりのた

め微力ながら努力を重ねて来た。われわれはあらた

めていま，教養部構成員めいめいが差別せず差別を

許さな いという決意において一体とな って， 乙の努

力をさらに強めて行く乙との必要性を痛感する。学

生諸君の協力を切に要望する。

(注 4) 
確認 書

4月12日 B棟一階西端の男子便所内iとおいて，

未解放部落の人びとに対する明らかな差別的言辞と

部落解放運動の冒漬的否定とをふくむ落書が発見さ

れた。すでに再三にわたって同種の事件かあり，そ

のつど厳しく注意を喚起して来たが，今固またして

もζ のような事件が起ったことに対し，われわれは

なによりもます，その卑劣な所業lζよって傷つく ，

すべての未解放部洛の人びとに対 し申し訳なく思う

とともに，かかる許しがたい行為をあえてした者iζ

対し深い憤りを覚える。よしんばそれが隠微な場所

11:おける落書であったにしても，われわれはその有

する深刻な意味をまともに受けとめなければならな

し、。

すなわち， ζの落書の全体は， ある思想的政治的

イデオロギーによる，謂うと ζろの「共産派JI赤」

なるものへの激しい誹誘中傷と考えられるが，重要

なととは，単!Lイデオロギー上の相異対立，またそ

れにもとずく誹誘中傷といった乙とによっては断じ

ですまされない，部落差別的性格が蔵されていると

いうととである。それはなによりもまず，未解放部

落の人びとを啓示するために用いられているきわめ

て侮辱的な言辞!L明らさま lζ示されている。

またそれは，謂うと乙ろの 「狭山」の闘争11:対し

て向けられた「制裁を !Jという言辞にも明らか11:

露呈している。われわれが学びえたかぎりから判断

しでも， ζ の事件は深刻に苦1)落問題と関係しており，

部落差別という問題を抜きlとしてはその全体を正確

に捉える乙とはできないと思う。狭山闘争が，無実

のための闘いであり，同時iζ部落差別との闘い，部

落差別からの解放のための闘いという，二重lζ人権

上の闘争であるととに思いを致すならば，これに対

して向けられた言語道断な表現は，明 らかに差別的

言辞と いわぎるをえず，決して許されるべきもので

はない。

さらにまた，落書全体の文脈11:よって，謂うと乙

ろの 「共産派Jr赤」のなかに，解放のために闘う

未解放部洛の人びとがふくまれていると判断される

以上， r反自由の共産派根絶を !J rリベラノレ神大

を赤く染めるな」等の表現のなかには，学外のみな

らず学内の部落解放運動lζ対する冒漬的否定さえ合

意されていると考える。今日11:存続する差別的現実

11:対し責任があるのは誰れなのか， なにゆえ11:悲痛

かっ苛烈な闘いが不断11:闘いつづけられねばならぬ

のか，とう した乙とどもに謙虚に思いを致すならば，

われわれのすべてが乙の解放のための運動11:襟を正

して対すべきで乙そあれ，官漬的な差別言辞は決し

て乙れを許すζ とができない。

最後に，すでにわれわれは昭和53年2月の差別文

書事件以来神戸大学部落解放研究会との話し合い

をふまえ，日本国憲法， 教育基本法，同対審答申の

精神にのっ とり， 差別的諸現実の廃絶を目標11:，あ

らゆる偏見から解放され真に関かれた場としてのキ

ャンパスの精神的風土づくりに取り組んで来ている

が，乙のわれわれの志向すると ζ ろとそ，真の意味

での 「自由J，真の意味での「リベラJレ」である乙

とを，われわれは疑わなし、。表現の自由といい，言

論の自由という。批判する自由， 相互批判する自由

さえ，あくまでも尊重されねばならぬだろう。しか

しあらゆる自由にもかかわらず，差別的言行を表現

する自由，要するに差別する自由などといったもの

が断じて許されないことを，われわれは主基本的人権

の名においてこ乙11:言明する。

1981年5月2日

神戸大学教養部長

井淳義雄

神戸大学部落解放研究会殿

(注 5)

要求書(その 1) 

1981年 6月5日

教養部長殿

神戸大学部落解放研究会

4・12差別落書事件を受け、我々部落解放研究会

との確認一一糾弾会の中で，落書自身の具体的差別

性が一つ一つ明らかlζされてきました。その乙とを

見抜けなかったととをまずはじめに反省し，教養部

当局として，またそれを構成する一員として， 78年

2月10日の差別事件以後，自らか具体的に何をとり

くんできたか，そしてそ ζで何をつかみとってきた

のか，話し合いの中で我々が絶えず問うてきた部落

出身学生の利害を，石川一雄さんをは じめとする闘

う部落大衆の思いを検証点として自らをとらえかえ

していっていただきたいと思います。

数養部長名で提出された確認書の中!L書かれてい

る 「我々のすべてが，解放のための運動11:襟を正し

て対すべきJr表現の自由 ・言論の自由というが差

別される自由はなし、」等の文章は，我々との話しあ

いの中て7菜まった乙 とが確認されており，乙のとと

を我々は評価すると ともに信頼しているわけで， 乙

の確認lζ もとづいてζれからの教養部が，部落解放

への努力をする乙とをさらに要望します。

しかし， r差別を許さない」という乙とは「差別

はいけないと」と頭の中で考える乙とではありませ

ん。一つ一つの具体的事態をめぐってどう態度をと

るのかという乙とを明らかにしなくては，差別は根

絶しないし，神戸大学内の差別落書は後をたたず，

部落出身学生は差別にさらされ続ける乙とになりま

す。 4• 12差別落書きをその手で書いただろうと思

われる反共 ・ファシストを容認していく乙となどは

教養部当局としても許せない乙とでしょう。

以上述べたよう に 4・12差別落書事件について

の確認ー糾弾をふまえ，

① 78年 2・10差別事件以後，部落解放のため!L努

力してきたとするKもかかわらず，またもや差別事

件がおとり，あまつさえその差別性すら見銭けなか

ったととに対して今後のとりくみに向けた飛躍点と

もなるべく自己批判を文書として出すこと。

②今月中11:部落解放研究会が主催する、4・12差

別落書真相報告集会I !L参加され，教養部当局とし
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て「差別を許さなし、」という態度表明と，今後の決

意を，学生，教職員をも含む全構成員のもとに明

らかにする乙とを要求します。

要求書(その 2) 

1981年 6月 5日

教養部長殿

神戸大学部落解放研究会

今年. 3月25日iζ東京高裁は，狭山異議申立てを

デタラメな棄却決定文をもって棄却しました，石川i

さんの両親は， しばらく病気で犬院中でしたが，乙

の棄却決定を受け， 5月23日の‘石川氏不当逮捕

18カ年糾弾中央集会"1<:は， r一雄がかえってくる

までは死んでも死にきれなしリと病気を克服し，老

体ICムチ打って闘いIC参加しています。

警察，裁判所は，狭山で，無実の部落民であると

いう一点で逮捕し，有罪判決を下し， 18年間獄中に

閉じ込めています。乙のように狭山異議申棄却，特

別措置法打ちきり， r部落地名総鑑」や，今年度の

差別落書きで煽動しているように部落大衆の命と生

活は， 日々おびやかされています。

我々 は， 1伴間，獄中で不屈に闘い続ける石川一

雄さんを先頭とする部落のおっちゃんやおばちゃん

の狭山闘争一部落解放運動iζ立ちあがってきた格斗

をどういう思いで，態度で受けとめていくのかとい

う乙とを常に問いかけてきました。

4 .12差別落書きは， 4月14日から 4回lとわたる

我々との話し合いで確認してきたように，部落大衆

への徹底した蔑視にもとずき，狭山差別裁判糾弾斗

争一部落解放運動へ正面から敵対し，無実の部落民

石川怠んをまさに獄中死lとたたき乙み，全国三百万

部落大衆を死においやる煽動をするものです。教養

部当局としても， 5月2日の教養部長の確認書をふ

まえ，話し合いの中で我々 1<:断言した「差別を絶対

1<:許さないj という言葉の具体的な行動のーっとし

て以下の乙とを要求します。

記

1. 狭山差別裁判とその糾弾斗争を徹底的に学習し，

狭山差別裁判糾弾声明を出す。

2. 同和対策特別措置法の強化・延長，部落解放基

本法制定IC向けた声明，及至は上申を出す。

3. 10月中頃予定している，部落解放研究会主催の

講演会(講師:部落解放同盟中央統制委員長米田富

氏)における，休講措置と，ともに全学構成員1<:対

し参加のはたらきかけを行う。

(注 6) 

回答書

6月 5日付貴研究会の要求書1<:対し， 7月 1日の

教授会において審議のうえ下記のような回答を得ま

したので，乙乙 lζ回答します。

(要求書その 1について)

(1) 教養部長見解(反省と決意)

あ忍言行を差別的言行たらしめるものは，その

言行の意識的たると無意識的たるとを問わず，そ

れが差別される者にあたえる深刻な傷による。差

別性を見抜くとは， 乙の差別された者の傷と痛み

を，われわれがどれだけリアル1<:実感できるかと

いう乙とと関係すると思う。

今回の差別落書事件1<:関し，われわれは乙の落

書の蔵する差別的性格のすべてをすぐに見抜く乙

とはできなかった。その原因の一部は落書の文章

表現の様態と関係があったととも否定しえないか，

重要なととは，われわれが乙の落書ICよって傷つ

く人たちの痛みを痛みとして実感する乙とがなか

なかできなかった乙とにある。それは，われわれ

の生活実感が，部落差別によって苦しむ人たちの

現実とまだまだ距離をおいたと乙ろにあったとい

うζ とに他ならなし、。われわれはまず ζ のζ とを

卒直かっ深刻に反省したい。

いまわれわれは，差別性を見抜くζ とは頭のは

たらきであるよりも，むしろ心の問題であったと

納得する。われわれはすでに78年2・10差別文書

事件以来自己批判を踏まえ，乙れまで教養部と

してなんら対応して来なかった乙とに対する反省

を経て，窮極的lとはあらゆる差別的現実の廃絶を

目標にあらゆる偏見から解放されて真iζ自由な教

養部づくりのためにいくつかの施策を講じて来た。

乙の努力の方向が基本的1<:正しいものでなかった

とはわれわれは考えなし、。ただ，われわれの努力

にもかかわらず，今固またしても差別的落書事件

が起った乙と，すなわちわがキャンパス内で未解

放部落の人びとを深く傷つける事態が生じた ζと

につき，われわれは深く反省しなければならない。

そしてわれわれは，われわれ自身のこれまでの努

力がなお差別に苦しむ人びとから遠くにあった乙

とを思わずにはいられない。

乙の距離を乗り越えるには無限の努力がいるか

も知れない。また差別性のすべてを見抜くために，

われわれはまだまだ差別された人たちによって教

えられ，学ばなければならぬかも知れない。しか

し確かなととは，われわれが自らの新たな決意に

おいて，差別された人びとの現実の方へ確実な一

歩を踏み出すことは可能だという乙と，乙の一歩
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一歩をたゆまず続けて行く乙とは可能だという乙

とである。

われわれは乙の反省と決意を，われわれが現に

講じつつある解放のための教育の諸政策のなかIC

具体的に生かし，乙れら諸施策を真IC内実化させ，

発展させて行きたいと考える。そしてわれわれの

解放のための教育と学生諸君の解放のための運動

が，たがいに相手の立場を理解し尊重しつつ，部

落差別廃絶の目標にむかつて，また偏見なき学園

づくりのために努力して行く乙との必要を，あら

ためでと乙 1<:痛感する 。

(2) 貴研究会との話合いの経過およびすべての交

換文書の，教養部構成員への報告は， 79年 8月23

日の話合いにおいて， r教養部広報」によって乙

れを行うとと，全構成員1<:もれなく配布するとと

を約束し，かっ同年10月の教授会においてζれを

決定し，以来乙れを実施してきている。

教養部教職員，学生をふくめた全構成員κ問題

の所在を周知徹底させるためにも， 乙の方法が適

当と思われるので，今回も乙の方法でもって学校

側の報告を行いたい。

(要求書その 21<:ついて)

(1) 狭山問題については，かねてから教官研修会で

とりあげる計画をもっていて，近く被告弁護団弁

護士を招いて，学習する乙とにしている。その学

習を踏まえ， しかるべき時点において教養部教官

としてとるべき態度iとっき検討したい。

ただ，事柄が閣の司法権IC関する乙とだけに，

国の教育研究機関たる大学の，教養部教授会が教

授会としての声明ないし統一見解を出す乙とは，

なお問題をっきつめて考えてみる必要がある。教

官個人ないし教官団としての対処という乙となら

ば， もとより可能である。

(2) 同対法の延長，強化等1<:関する声明ないし上申

の件は，毎年入学式当日 1<:同対審答申・同対法の

全文を，神戸大学の名lとおいて新入生全員に配布

している経緯もあって， 乙の問題を部局長会議に

出して検討してもらったが，結論的ICは，国の研

究教育機関である大学がとの種の立法問題ICつい

て声明ないし上申をする乙とは適当でないという

乙とになった。したがって，教養部としても乙の

方針1<:従わぎるを得ない。

ただし，われわれはもとよりとの法の帰趨につ

いては深い関心をもっているものであり，教官が

個人の立場でとの問題について対処する乙とは，

もとより可能である。そのためにも，同対法の延

長 ・強化の必要性，部落解放基本法の問題につい

て，学習1<:とり組みたい。

(3) 教養部が解放のための教育を進めるにあたって，

未解放部落の人びとに接し，直接的にその生まの

声を聞く乙とは，なによりも貴重な学習になると
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思う。

ただ，授業上の措置等の面で学校が関与する場

合は，教育基本法の精神にのっとり，また同対審

答申Kいう r教育の中立性」が損われぬよう，

細心iζ配慮する必要がある。たとえば，他の解放

運動諸団体lζ属する人を講師1<:招くような要望IC

対しでも，均等な機会が保証されるという前提が

なければならない。

まだ時日もあるが，学校側1<:も種々の制約があ

るので，実施ICあたっては事前IC充分話合いをし

ておく必要がある。 以上

1981年 7月1日

神戸大学教養部長

井淳義雄

神戸大学部落解放研究会殿
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編集後記

今年 4月からの新しい広報委員会による最初の広報をお届けします。

あつい夏だったにもかかわらずすばらしい原稿を書いていただいた各教職員の方がたならびに学生

諸君にあっくお礼申し上げます。おかけーさまで，いつもよりあつい広報となりました。

ど覧のように，今度の広報は，そのほかにも多少乙れまでとは違った体裁を誇っています。紙質

を落した反面，表紙を 2色刷 りにした乙と，巻頭言を読み易くしたとと，新人紹介欄が大変充実し

ているとと，三つも特集があるととなどです。

次号は60号記念の， 乙れまた大特集号lとなるはずです。よろしくお願いします。(宮崎)

新広 報委員紹介

宮 崎 輿 二 . 図 学
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